
　　【φ600】数 量 計 算 書 

NSφ600 備考

立坑A
周辺

立坑B
周辺

立坑C
周辺

立坑D
～G

立坑I
周辺 合計 延長(m)

NS形 直管 φ600 S種管　Ｌ＝6ｍ 本 6 1 20 21 126

NS形 直管 φ600 S種管Ｌ＝6ｍ　切管 本 15 62.82 切管調書より

NS形　二受T字管 φ600×400 本 1.47 1 1 1.47

NS形　受挿し片落管 φ600 φ600×400 本 0.84

NS形 挿し受片落管 φ600 φ600×400 本 0.82

NS形 曲管 φ600 45°片受 本 0.85 1 3 3 1 8 6.8

NS形 曲管 φ600 45°両受 本 0.605 1 1 1 1 4 2.42

NS形 曲管 φ600 22°1/2　片受 本 0.812 2 2 1.624

NS形 曲管 φ600 22°1/2　両受 本 0.377

NS形 曲管 φ600 11°1/4　片受 本 0.81

NS形 曲管 φ600 5°5/8　片受 本 0.81

NS形 排水T字管 φ600×200 本 0.58 1 1 2 1.16

NS形 継輪 φ600 本 0.26 2 1 3 0.78

NS形 Ｆ付Ｔ字管 φ600×75 GF 10.0k 本 0.81 1 1 1 1 4 3.24

NS形 帽 φ600 本

NS形 栓 φ600 本

NS形 両受バタフライ弁 φ600 10.0ｋ ｿﾌﾄｼｰﾙ 本 0.48

NS形 両受バタフライ弁 φ600 10.0ｋ ｿﾌﾄｼｰﾙ　充水型 本 0.48 1 1 2 0.96

NS形　継輪用特殊割押輪ｾｯﾄ φ600 本 4 2 6

NS形 接合材 両受口用 φ600 組 1 1 2

NS形 ライナ φ600 本 0.068 1 8 1 10 0.68

NS形 挿し口リング φ600 個 21 切管調書より

GFガスケット φ600 個

ﾌﾗﾝｼﾞ継手固定金具 φ600 10.0k 個

K形 帽 φ600　特殊押輪付 個 1 1

K形 継輪 φ600 個 1 2 1 4

耐震型特殊押輪 φ600 組 2 4 2 8

φ600延長 m 207.954

急速空気弁 カムレバーロック式φ75 10.0k 基 1 1 1 1 4

副弁　キャップ式 φ75 10.0k 基 1 1 1 1 4

両ﾌﾗﾝｼﾞ短管 φ75×500H RF-GF 10.0k 本 2 1 1 1 5

両ﾌﾗﾝｼﾞ短管 φ75×400H RF-GF 10.0k 本

両ﾌﾗﾝｼﾞ短管 φ75×300H RF-GF 10.0k 本 1 1 1 3

ﾌﾗﾝｼﾞ接合材 φ75 RF 10.0k 組 1 1 1 1 4

ﾌﾗﾝｼﾞ継手固定金具 φ75 10.0k 組 2 2 2 2 8

ﾌﾗﾝｼﾞ継手固定金具（補修弁用） φ75 10.0k 組 1 1 1 1 4

GFガスケット φ75 GF 枚 3 3 3 3 12

組合せマンホール 丸大　1700　仕切弁用 組 1 1

組合せマンホール 丸大　1500　仕切弁用 組 1 1

組合せマンホール 丸中　1700　空気弁用 組 1 1

組合せマンホール 丸中　1500　空気弁用 組 1 1 1 3

埋設管標識テープ 幅50mm 粘着φ600 ｍ 2.98 619.7

埋設管標識テープ 幅30mm 粘着　埋設シート上 ｍ 204.2

埋設シート 幅400mm 2倍x2列 ｍ 408.4

名　　称 規　　格 単位 有効長(m)



　　【φ600】数 量 計 算 書 

NSφ600 備考

立坑A
周辺

立坑B
周辺

立坑C
周辺

立坑D
～G

立坑I
周辺 合計 延長(m)

名　　称 規　　格 単位 有効長(m)

施工延長 φ600 ｍ 207.95 208.0

鋳鉄管据付工 φ600　機械（弁・可とう管含まず） ｍ 206.99 207.0

伸縮可とう管据付工 φ600　 基

NS形継手工 φ600　ライナあり 口  10  

NS形継手工 φ600　ライナ無し 口 63 既設管部+1

ﾒｶﾆｶﾙNS形継手工 異形管受口　φ400 口 1 ※二受T字管

NS形継手工 異形管受口　φ200 口 2 ※排水T字管

NS形挿し口加工 φ600 口 21

鋳鉄管切断工(据付管) φ600 切断・溝切2工程 箇所 18 切管調書より

鋳鉄管切断工(据付管) φ600 溝切りのみ 箇所 4 切管調書より

鋳鉄管切断工(据付管) φ600 ﾊﾟｲﾌﾟ切削機切断 箇所 4 切管調書より

ポリエチレンスリーブ被覆工 材料込　φ600 ｍ 208.0

仕切弁設置工 φ600 基 2

フランジ継手工 φ600 10.0k 口

メカニカル継手工 φ600　特殊押輪 口 1

メカニカル継手工 φ600 耐震型特殊押輪 口 8

空気弁設置工 φ75 据付・ﾌﾗﾝｼﾞ接合 基 4

フランジ継手工 φ75 10.0k 口 12

組合せマンホール設置工 丸大　H=1700 仕切弁 箇所 1

丸大　H=1500　仕切弁 箇所 1

丸中　H=1700　空気弁 箇所 1

丸中　H=1500　空気弁 箇所 3

管明示テープ工 手間のみ φ600 ｍ 208.0

管明示テープ工 手間のみ 天端明示 ｍ 204.2

埋設シート工 手間のみx2列 ｍ 408.4

水圧試験 φ600 回 2

残置管充填工φ600 (0.6*0.6*3.14)/4*51.25m m3 1514.5



切管長さ残　管

(mm) (mm)

切断･溝切
り同時

溝切り
切断･溝切

り同時

切断･溝切
り同時

切断･溝切
り同時

切断･溝切
り同時

切断（ｴﾝｼﾞ
ﾝｶｯﾀｰ）

切断･溝切
り同時

切断（ｴﾝｼﾞ
ﾝｶｯﾀｰ）

切断･溝切
り同時

切断（ｴﾝｼﾞ
ﾝｶｯﾀｰ）

切断･溝切
り同時

切断（ｴﾝｼﾞ
ﾝｶｯﾀｰ）

切断･溝切
り同時

切断･溝切
り同時

切断･溝切
り同時

溝切り

切断･溝切
り同時

切断･溝切
り同時

切断･溝切
り同時

600（S種） ⑪ 3000

600（S種） ⑩ 3000 3000 1

3000 1

3000

3000

3000 1

1

3000 3000

6000 1

3000

1200

600（S種） ⑨ 3000

600（S種） ⑧

600（S種） ⑦ 4200

600（S種） ⑥ 4020 1980 1 1

1800 2

3000 1020

3000

1980 1 1

3000 1020

4020 1980 1 1

3000

1020

600（S種） ⑤ 4020

600（S種） ④

1020

600（S種） ③ 5020

600（S種） ② 3020 2980 2

980 1 1

2000 1020

4000

600（S種） ① 4520 1480 2

切　　管　　調　　書

口径 番号
切　管　計　画

切断・溝切
り同時

切断(ｴﾝｼﾞ
ﾝｶｯﾀｰ）

溝切りのみ

有頭切管 無頭切管

1

3500 1020a b

b

b

b

b

b

b

b

a

a

a

a

a

a

a

a

a

a



切管長さ残　管

(mm) (mm)

切　　管　　調　　書

口径 番号
切　管　計　画

切断・溝切
り同時

切断(ｴﾝｼﾞ
ﾝｶｯﾀｰ）

溝切りのみ

有頭切管 無頭切管

切断･溝切
り同時

溝切り
切断･溝切

り同時

切断･溝切
り同時

溝切り
切断･溝切

り同時

切管 甲切管 乙切管

15本 14本 11本 62820 27180 18 4 4

4500

600（S種） ⑮ 6000

600（S種） ⑭ 3000 3000 1

11

3000

1500

1

4000

4000 2000 1

1

2000

600（S種） ⑬ 6000

600（S種） ⑫

4000b

b

a

a

a

a



　　【φ400】数 量 計 算 書 

数量 延長(m)

GX形 直管 φ400 1種管　Ｌ＝6ｍ 本 6 tg007kgk

GX形 直管 φ400 1種管Ｌ＝6ｍ　切管 本

GX形　短管１号　φ400 短管１号 GF 本 0.11 tdg087

GX形　短管２号　φ400 短管２号 GF 本 0.51 tdg127

GX形 曲管 φ400 45°片受 本 0.641 tg147kgk

GX形 曲管 φ400 45°両受 本 0.336 tg227kgk

GX形 曲管 φ400 22°1/2　片受 本 0.498 tg167kgk

GX形 曲管 φ400 22°1/2　両受 本 0.208 tg247kgk

GX形 曲管 φ400 11°1/4　片受 本 0.42 tg187kgk

GX形 曲管 φ400 5°5/8　片受 本 0.39 tg207kgk

GX形 排水T字管 φ400×150 本 0.35 tg542kgk

GX形　押輪 接合材料　φ150 組 tg463kgk

ＧＸ形 Ｆ付Ｔ字管 φ400×75 GF 10.0k 本 0.465 tdg008

GX形　挿し受片落管 φ400×150 本 0.755 tg058kgk

GX形 押輪 接合材料　φ400 組 tg467kgk

GX形 挿し口リング φ400 個 tg568kgk

GX形 ライナ φ400 本 0.055 tg527kgk

ＧＸ形 両受短管 φ400 本 0.02

ＧＸ形 継輪 φ400 本 0.3 tg327kgk

GX継輪用特殊押輪 φ400 ヶ ｗ4000

ＧＸ形 帽 φ400 本 tg407kgk

GX形 両受ソフトシール弁 φ400　10.0ｋ 本 0.5 tb0281

仕切弁 φ400　FCD 個 0.43 tb0029

不断水割Ｔ字管 φ400×400　10.0K 個

GFガスケット φ400 個 td0988

ﾌﾗﾝｼﾞ継手固定金具 φ400 10.0k 個 td0888

NS形　挿し受片落管 φ400×150 本 0.855 1 0.855 1

NS形　挿し口リング φ400 個

φ400延長 m 0.855

急速空気弁 カムレバーロック式φ75 10.0k 基 ｗ0533

副弁　キャップ式 φ75 10.0k 基 tb0202

両ﾌﾗﾝｼﾞ短管 φ75×500H RF-GF 10.0k 本 td0586

ﾌﾗﾝｼﾞ接合材 φ75 RF 10.0k 組 td0801

ﾌﾗﾝｼﾞ継手固定金具 φ75 10.0k 組 td0881

ﾌﾗﾝｼﾞ継手固定金具（補修弁用） φ75 10.0k 組 td0905

GFガスケット φ75 個 td0981

推進力伝達リング φ400 個

組合せマンホール 丸大　1700　仕切弁用(東和田工区） 組

組合せマンホール 丸中　1700　空気弁用（東和田工区） 組 ssd0206

組合せマンホール 丸中　1300　空気弁用（東和田工区） 組 ssd0206

埋設管標識テープ 幅50mm 粘着φ400割増係数2.33 ｍ 2.33 1.9 1.9 tk425kgk

埋設管標識テープ 幅30mm 粘着　埋設シート上 ｍ 0.9 0.9 tk426kgk

埋設シート 幅400mm 2倍 ｍ 0.9 計　*2 tr021kgk

1.8

合計 備考名　　称 規　　格 単位 有効長(m)
φ400



　　【φ400】数 量 計 算 書 

数量 延長(m)
合計 備考名　　称 規　　格 単位 有効長(m)

φ400

施工延長 φ400 ｍ 0.9 0.9

鋳鉄管据付工 φ400　機械（弁含まず） ｍ 0.9 0.9 ss20301

GX形継手工 直管受口　φ400 口 ss20317

GX形継手工 異形管受口・押輪　φ400 口 ss20317

GX形継手工 異形管受口・押輪　φ150 口 ss20317

GX形挿し口加工 φ400 口 ss20316

鋳鉄管切断工(据付管) φ400 切断・溝切2工程 箇所 ss20803

鋳鉄管切断工(据付管) φ400 溝切りのみ 箇所 ss20803

鋳鉄管切断工(据付管) φ400 エンジンカッター 箇所

ポリエチレンスリーブ被覆工 材料込　φ400 ｍ 0.9 0.9 ss20311

仕切弁設置工 φ400 基 ss20901

フランジ継手工 φ400 10.0k 口 ss20305

不断水連絡工 φ500×500　10.0K 箇所 W0426

NS形継手工 φ400　ライナなし 口 ss20302

NS形挿し口加工 φ400 口 ss20316

NS形継手工 φ150　ライナなし 口 1 1

K形継手　取外し工 既設K形帽再利用撤去　φ400 口

K形継手工 K形帽再利用設置　φ400 口

空気弁設置工 φ75 据付・ﾌﾗﾝｼﾞ接合 基 ss20906

フランジ継手工 φ75 10.0k 口 ss20305

組合せマンホール設置工 丸大　H=1700（東和田工区） 箇所 ssd0207

組合せマンホール設置工 丸中　H=1700（東和田工区） 箇所

組合せマンホール設置工 丸中　H=1300（東和田工区） 箇所

管明示テープ工 手間のみ φ400 ｍ 0.9 0.9 ss20314

管明示テープ工 手間のみ 天端明示 ｍ 0.9 0.9 vss20314

埋設シート工 手間のみ ｍ 1.8 1.8 ss20315

水圧試験 φ400～600 回 ssd0102



配水管材料数量表【φ200、φ150】

項目 形式 種別 管径 名  称 規 格 数量 単位 切断数 コード 管体延長 延長(mm) 延長(変更前)

ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管 GX形 直管 φ150 直管1種管(切管用)
粉体 5.0m ゴ
ム輪含む 2 本 TG003KGK 6,400

ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管 GX形 直管 φ200 直管1種管(切管用)
粉体 5.0m ゴ
ム輪含む 2 本 TG004KGK 7,400

ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管 GX形 直管 φ150 直管S種管
粉体 5.0m ゴ
ム輪含む 1 本 TG023KGK 5,000 5,000

ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管 GX形 直管 φ150 直管S種管(切管用)
粉体 5.0m ゴ
ム輪含む 1 本 TG023KGK 4,000

ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管 GX形 片落管 φ200 挿し受片落管  φ200*150 1 本 TG103KGK 440 440

ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管 GX形 曲管 φ150 曲管90° 1 本 TG123KGK 568 568

ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管 GX形 曲管 φ200 曲管90° 4 本 TG124KGK 666 2,664

ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管 GX形 曲管 φ200 曲管45° 2 本 TG144KGK 522 1,044

ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管 GX形 曲管 φ200 両受曲管45° 1 本 TG224KGK 232 232

ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管 GX形 継輪 φ150 継輪 4 本 TG323KGK 240 960

ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管 GX形 短管類 φ150 両受短管 1 本 TG343KGK 20 20

ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管 GX形 押輪 φ150 押輪
ゴム輪・ボル
ト含む 6 組 TG463KGK 0

ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管 GX形 押輪 φ200 押輪
ゴム輪・ボル
ト含む 10 組 TG464KGK 0

ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管 GX形 G-Link φ150 G-Link
ゴム輪・ボル
ト含む 8 組 TG503KGK 0

ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管 GX形 ライナ φ150 ライナ 1 個 TG523KGK 39 39

ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管 GX形 挿し口ﾘﾝｸﾞ φ150 切管用挿し口ﾘﾝｸﾞ 3 個 TDG143 0

ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管 NS形 挿し口ﾘﾝｸﾞ φ150 切管用挿し口ﾘﾝｸﾞ 1 個 TK261KGK 0

ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管 GX形 挿し口ﾘﾝｸﾞ φ200 切管用挿し口ﾘﾝｸﾞ 4 個 TDG144 0

仕切弁 GX形 弁類 φ150 メタルシート仕切弁　10.0K 1 基 TG423KGK 220 220

仕切弁 GX形 弁類 φ200 メタルシート仕切弁　10.0K 1 基 TG424KGK 260 260

不断水割仕切弁 弁類 φ150 不断水割仕切弁 鋳鉄管用 2 基 TB0603 0

不断水割仕切弁 弁類 φ250 不断水割仕切弁 鋳鉄管用 1 基 TB0605 0

不断水割Ｔ字管 φ150 不断水割T字管 φ150*150
ｿﾌﾄ弁付 ｺﾞﾑ
ｷｬｯﾌﾟ使用 2 基 TBF009 0

埋設管標識
シート

標識ｼｰﾄ 幅４００㎜
２倍折り
込み

28 m TR021KGK 28,047

埋設管標識
テープ

埋設管標識テープ 幅50㎜ 50 m TK425KGK 49,960

埋設管標識テープ 埋設管標識テープ （標識ｼｰﾄ用） 幅30㎜ 28.0 m TK426KGK 28,047

ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管 K形 補強金具 φ150 耐震補強金具　K形用
離脱防止力
3DKN

1 個 TD0723 0

マンホール マンホール 組合せマンホール　仕切弁表函 丸中　H800 1 基 SSD0206 0

マンホール マンホール 組合せマンホール　仕切弁表函 丸中　H1000 1 基 SSD0206 0

排泥①、②　既設接続箇所、配水支管復旧箇所



配水管布設数量表【φ200、φ150】

管種・工種 管種・工種 内容1 内容2 管径 数量 単位 コード 備考

施工延長 鋳鉄管 GX形 φ150 17.2 m

施工延長 鋳鉄管 GX形 φ200 12.0 m

鋳鉄管 鋳鉄管据付工 φ150 17.0 m SS20301

鋳鉄管 鋳鉄管据付工 φ200 11.8 m SS20301

鋳鉄管 GX継手工 直管受口部 φ150 2 口 SS20317

鋳鉄管 GX継手工 異形管受口 φ150 6 口 SS20317

鋳鉄管 GX継手工 異形管受口 φ200 10 口 SS20317

鋳鉄管 GX継手工 G-Link接合 φ150 8 口 SS20317

鋳鉄管 挿し口加工 GX,NS ﾀｯﾋﾟﾝねじ φ150 4 口 SS20316 GX加工３、NS加工１

鋳鉄管 挿し口加工 GX,NS ﾀｯﾋﾟﾝねじ φ200 4 口 SS20316

鋳鉄管 鋳鉄管切断工 エンジンカッター φ150 5 口 SS20801

鋳鉄管 鋳鉄管切断工 切断・溝切2工程 φ150 3 口 SS20803

鋳鉄管 鋳鉄管切断工 切断・溝切2工程 φ200 3 口 SS20803

鋳鉄管 鋳鉄管切断工 溝切加工工 φ150 1 口 SS20802

鋳鉄管 鋳鉄管切断工 溝切加工工 φ200 1 口 SS20802

鋳鉄管 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｽﾘｰﾌﾞ被覆工 材料込み φ150 17.2 m SS20311

鋳鉄管 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｽﾘｰﾌﾞ被覆工 材料込み φ200 12.0 m SS20311

仕切弁 仕切弁設置工 機械 φ150 1 基 SS20901

仕切弁 仕切弁設置工 機械 φ200 1 基 SS20901

不断水 不断水連絡工 φ150*150 2 箇所 SS20313

不断水 不断水割仕切弁設置工 6ｲﾝﾁ含む φ150 2 基 SSD0205

不断水 不断水割仕切弁設置工 φ250 1 基 SSD0205

ﾏﾝﾎｰﾙ 組合せﾏﾝﾎｰﾙ設置工 丸中 H800 1 箇所 SSD0207

ﾏﾝﾎｰﾙ 組合せﾏﾝﾎｰﾙ設置工 丸中 H1000 1 箇所 SSD0207

管明示 管明示テープ工 W50 鋳鉄 φ150 17.2 m SS20314

管明示 管明示テープ工 W50 鋳鉄 φ200 12.0 m SS20314

管明示 管明示シート工 W400 28.0 m SS20315

管明示 管明示テープ工（標識シート用） W30 手間のみ 28.0 m V000000

排泥①、②　既設接続箇所、配水支管復旧箇所



φ75のGﾘﾝｸ→

φ100のGﾘﾝｸ→

　　切　　管　　調　　書   (本管用　GX形） φ150のGﾘﾝｸ→ 8

排泥 φ200のGﾘﾝｸ→

切管長さ 残管 切断・溝 切断(ｴﾝ 溝切り φ250のGﾘﾝｸ→

有頭切管 片加工切管 (mm) (mm) 切り同時 ｼﾞﾝｶｯﾀｰ） のみ φ300のGﾘﾝｸ→

1 切断･溝切り同時 溝切り 切断･溝切り同時 受け口は？

1 使わない。

1 800
1 切断･溝切り同時 受け口は？

1 使わない。

1 4500
1 切断･溝切り同時 切断･溝切り同時 切断（ｴﾝｼﾞﾝｶｯﾀｰ） 溝切り 切断･溝切り同時 受け口は？

1 使う!

1 800 2000 1

1 切断（ｴﾝｼﾞﾝｶｯﾀｰ） 切断（ｴﾝｼﾞﾝｶｯﾀｰ） 切断（ｴﾝｼﾞﾝｶｯﾀｰ） 受け口は？

1 使わない。

1

1 切断（ｴﾝｼﾞﾝｶｯﾀｰ） 受け口は？

1 使わない。

1 4000

1 口径 溝切り
合計 150（S種）
合計 150（1種） 1
合計 200(1種） 17,400 2 3 2,600

6,400 2 3 4 3,600 1
4,000 1 1 1,000

受口使用本数
切管集計表

切管長さ 本数 切断･溝切り同時 切断（ｴﾝｼﾞﾝｶｯﾀｰ） 残管延長

150（S種） 4000 1000 1

150（1種） 1600 3400 3
800 800

150（1種） 4800 200 3 1 1
1000 1000

200(1種） 4500 500 1

2100 2 1

口径 本　数
切管計画

両側無頭切管

200(1種） 2900
2100

※Gﾘﾝｸ数は、既設接続・継輪分等を含め全数を右上のセルへ入力



仮設配水管材料数量表 夏目1号配水幹線更生工事

項目 管径 名称 規 格 数量 単位 切断数 ｺｰﾄﾞ 寸法 延長

ダクタイル鋳鉄管 φ150 (仮設)ﾌﾗﾝｼﾞ接合材 φ150 RF 2 組 KT904KGK

ダクタイル鋳鉄管 φ150 (仮設)合ﾌﾗﾝｼﾞ φ150 RF 7.5k 2 個 TK0043

ゲートバルブ φ150 (仮設)ﾊﾞﾀﾌﾗｲﾊﾞﾙﾌﾞ φ150 5.0k 2 個 TK0182

鋼管 φ150 (仮設)鋼管 SGP-VB φ150 6 本 3 KT005KGK 24

鋼管 φ150 G型ジョイント 5 個 KT125KGK

鋼管 φ150 (仮設)鋼管用ｴﾙﾎﾞ90°φ150A VB 2 個 KT025KGK



仮設配管布設数量表 夏目1号配水幹線更生工事

管種・工種 管種・工種 内容1 内容2 管径 数量 単位 コード 備考

管延長 SGP－VB 150 24.0 m

鋳鉄管 フランジ継手工 7.5k 150 2 口 SS20305

ゲートバルブ 仕切弁設置工 機械 150 2 基 SS20901

鋼管 鋼管据付工 150 24.0 m SS20401

鋼管 鋼管切断工 切断 150 3 口 SS20403

鋼管 鋼管継手工 ねじ込み 150 10 口 SS20405

鋼管 鋼管継手工 突合 75～150 4 口 SSD0210



　既設管内配管工　数量計算書　
工　　種 種　　別 詳　　細 小計 設計値 単位

既設管内配管工

　　材料費

DCIP(PN 1種管)φ600 L= 4,000mm 推進管部 既設管内挿入部
直管 内面ｴﾎﾟｷｼ樹脂粉体塗装 12.0 + 54.0 66.0 66 本
DCIP(PN 1種管)φ600 L= 2,000mm 推進管部 既設管内挿入部
乙切管　工場加工 内面ｴﾎﾟｷｼ樹脂粉体塗装 1.0 + 1.0 1 本
DCIP(PN 1種管)φ600 L= 1,000mm 推進管部 既設管内挿入部
乙切管　工場加工 内面ｴﾎﾟｷｼ樹脂粉体塗装 2.0 2.0 2 本
受挿し短管φ600 L= 810mm 推進管部 既設管内挿入部
PN-NS 内面ｴﾎﾟｷｼ樹脂粉体塗装 2.0 + 4.0 6.0 6 本
PN形 接合部品 φ600 推進管部 既設管内挿入部
φ600 14.0 + 58.0 72.0 72 組
PN形 キャスタバンド φ600 推進管部 既設管内挿入部
φ600 直管用 13.0 + 54.0 67.0 67 本
PN形 キャスタバンド φ600 推進管部 既設管内挿入部
φ600 受挿し短管用 1.0 + 2.0 3.0 3 本

労務費

挿入設備費(設置) 推進管部 既設管内挿入工
1.0 + 2.0 （両発進） 3 3 箇所

挿入設備費(撤去)

上記より 3 3 箇所
管据付費

272.86 272.9 m
管挿入費

上記より 272.86 272.9 m
管接合費
PN形 72 72 箇所
キャスタバンド設置 φ600
φ600 67本 + 3本 70 70 箇所

充填工
φ800管内　φ600外側　間隙部A=0.21㎡
充填工

263.59　×　0.21　=　55.353 55.4 55 ㎥
型枠工（残置）

0.21×6か所　＝1.26 1.3 1 ㎡

計　　　　　算　　　　　式

４m×６６本 ＋ ２m×１本 + 1m×２本 + 0.81m×6本

推進管　48.2m　+　既設管　32.29+183.1　＝263.59ｍ



工　　種 種　　別 詳　　細 計算値 設計値 単位

管更生工
夜間施工

管更生工① L=122.6m
（立坑B～C区間) φ600　ｔ=8.0ｍｍ
　　管更生材料

ﾗｲﾅｰﾊﾞｯｸ　高内圧型 1 式
管内補修材 エポキシ樹脂

φ600　ｔ=8.0ｍｍ 122.60 122.60 122.6 m
バックエンド

φ600　ｔ=8.0㎜用 1.00 1.00 1 箇所
運搬費 大型トレーラー40ｔ　Ｌ=300㎞

1.00 1.00 1 回
管口処理用ｼｰﾙﾘﾝｸﾞ

SUS φ600用 2.00 2.00 2 組

　　管更生労務 L=122.6m
φ600　ｔ=8.0ｍｍ

ﾀﾜ-･ｽﾄｯﾊﾟ-設置・撤去工 ボトム反転・建枠
1.00 1.00 1 箇所

反転準備工
1.00 1.00 1 箇所

反転挿入工
122.60 122.60 122.6 m

用水運搬工 4ｔ　Ｌ=1.0㎞
水道水　支給 0.6^2*3.14/4*(5+122.6+5)*1.05 39.35 39 m3

反転挿入工機械器具損料

1.00 1.00 1 式
硬化準備工

1.00 1.00 1 箇所
硬化工

122.60 122.60 122.6 m
養生準備工

1.00 1.00 1 箇所
養生工

122.60 122.60 122.6 m
用水運搬工 4ｔ　Ｌ=1.0㎞

水道水　支給 0.6^2*3.14/4*(5+122.6+5)*1.05*0.8 31.48 31 m3
養生撤去工

1.00 1.00 1 箇所
管口仕上げ工 φ600

2.00 2.00 2 箇所
本管仕上げ工

122.60 122.60 122.6 m

　　附帯工 L=122.6m
φ600　ｔ=8.0ｍｍ

管渠調査工
122.6m*2回(更生前・更生後) 245.20 245.2 m

管内洗浄工
122.6m*1回 122.60 122.6 m

水槽タンク １0m3
4.00 4.00 4 基

昇温養生用仮設配管工
1.00 1 式

空気弁管口処理工
1.00 1 箇所

硬化後強度試験
1.00 1 回

管更生(反転工法)数量計算書　

計　　　　　　　　算　　　　　　　　式



工　　種 種　　別 詳　　細 計算値 設計値 単位

管更生(反転工法)数量計算書　

計　　　　　　　　算　　　　　　　　式

管更生工
夜間施工

管更生工② L=78.89m
（立坑C～D区間) φ600　ｔ=8.0ｍｍ
　　管更生材料

ﾗｲﾅｰﾊﾞｯｸ　高内圧型 1 式
管内補修材 エポキシ樹脂

φ600　ｔ=8.0ｍｍ 78.89 78.89 78.9 m
バックエンド

φ600　ｔ=8.0ｍｍ 1.00 1.00 1 箇所
運搬費 大型トラック15ｔ　L=300㎞

1.00 1.00 1 回
管口処理用ｼｰﾙﾘﾝｸﾞ φ600
SUS 2.00 2.00 2 組

　　管更生工 L=78.89m
φ600　ｔ=8.0ｍｍ

ﾀﾜ-･ｽﾄｯﾊﾟ-設置・撤去工 ボトム反転・建枠
1.00 1.00 1 箇所

反転準備工
1.00 1.00 1 箇所

反転挿入工
78.89 78.89 78.9 m

用水運搬工 4ｔ　Ｌ=1.0㎞
水道水　支給 0.6^2*3.14/4*(5+78.89+5)*1.05 26.38 26 m3

反転挿入工機械器具損料

1.00 1.00 1 式
硬化準備工

1.00 1.00 1 箇所
硬化工

78.89 78.89 78.9 m
養生準備工

1.00 1.00 1 箇所
養生工

78.89 78.89 78.9 m
用水運搬工 4ｔ　Ｌ=1.0㎞

水道水　支給 21.10 21 m3
養生撤去工

1.00 1.00 1 箇所
管口仕上げ工 φ600

2.00 2.00 2 箇所
本管仕上げ工

78.89 78.89 78.9 m

　　附帯工 L=78.89m
φ600　ｔ=8.0ｍｍ

管渠調査工
78.89m*2回(更生前・更生後) 157.78 157.8 m

管渠洗浄工
78.89m*1回 78.89 78.9 m

水槽タンク 10m3
4.00 4.00 4 基

昇温養生用仮設配管工
1.00 1 式

硬化後強度試験
1.00 1 回

0.6^2*3.14/4*(5+78.89+5)*1.05*0.8



推進工　L=48.2m

【管材料】
一般構造用炭素鋼鋼管STK400 2.0ｍ/本×25本 ＝ 12.6 12.6

鋼管 φ800  t=12.7 ｔ

【鋼管推進工】

48.2 ＝ 48.2 48.2

鋼管推進工 φ800 ｍ

48.2 ＝ 48.2 48.2

オーガ引抜工 φ800 ｍ

48.2 ＝ 48.2 48.2

管内洗浄工 φ800 ｍ

（0.8²×3.14/4）-（0.609²×3.14/4）｝×48.2 ＝ 10.2 10

中込注入工 ｍ

（0.8128²×3.14/4）×48.2 ＝ 25.0 25

発生土運搬 箇所

25.00×1.2 ＝ 30.0 30

発生土処分工 m3

2 ＝ 2 2

坑口止水工 （1箇所あたり　止水器　1組　鋼材溶接4.4ｍ　鋼材切断8.8ｍ） 箇所

1 ＝ 1 1

推進設備工 箇所

さや管φ800 6.6m/箇所×2　（発進立坑1箇所、到達立坑1箇所） ＝ 13.2 13.2

鏡切工 ライナープレート ｍ

1 ＝ 1 1

先端シュー回収 回

ガス切断 鋼管φ800 1 箇所 1

現場発生品運搬 ２t 1 回 1

スクラップ 0.3 ｔ 0.350ｍ-48.8ｍ（推進延長48.2ｍ+立坑内突出分0.3m×2）＝1.2ｍ　　1.2ｍ×0.251ｔ/ｍ＝0.301ｔ

推     進     工     数　　　量　　　計　　　算　　　書  

名　　　   　　称 形   状   寸   法                       計　　　   　　　　　　     　算　　     　　   　　　　　　式 単 位 設計数量 備考

重量　0.251t/m×50.0ｍ＝12.55ｔ

日進量5.5m/日



既設管撤去に係る撤去重量と運搬

○撤去管重量及び切断箇所

撤去管口径 延長（ｍ） 単位重量（kg/m） 重量（ｔ）

② ④

φ800 176.2 249.4 44.0

φ600 17.4 162.6 2.8

計 46.8

（A)

○運搬車輌の選定

運搬回数

2t積（A÷積載重量(2.0)）

4t積（A÷積載重量(3.0)）

③

24

16 ←

資料 － １

切断箇所（1箇所/3m)

①

59

6

65

運搬車輌規格

平均積載量

（ｔ）

ｸﾚｰﾝ装置付【２ｔ】積み2t吊り 2.0

ｸﾚｰﾝ装置付【４ｔ】積み2.9t吊り 2.9



（1 / 2）

立坑数量総括表

立坑A 立坑B 立坑C 立坑D 立坑E 立坑F 立坑G 立坑H 立坑I

ライナープレート ライナープレート ライナープレート ライナープレート ライナープレート ライナープレート ライナープレート ライナープレート ライナープレート

小判形 円形 矩形 円形 円形（既設撤去のみ） 円形（既設：追加掘削） 矩形 円形（既設撤去のみ） 円形（既設撤去のみ）

3500×6640 φ3000 2421×7602 φ2500 φ2500 φ2500 2421×7602 φ2500 φ2500

予堀掘削工 20.40 12.02 19.95 9.22 19.95 81.5 80 ㎥

砕石埋戻工 RC-40 158.21 44.40 36.67 17.60 8.08 8.82 36.80 3.91 8.82 323.3 320 ㎥

防護砂埋戻工 2.26 1.84 2.96 0.93 0.95 0.95 2.89 0.95 0.95 14.7 10 ㎥

残土運搬工 189.37 63.01 65.96 27.37 4.91 65.96 416.6 420 ㎥

残土処分 227.24 75.61 79.15 32.84 5.89 79.15 499.9 500 ㎥

掘削深：0～4m BH掘削　 粘性土 2.3 2.3 2.3 ｍ

掘削深：0～4m BH掘削　 砂質土 0.9 0.9 0.9 ｍ

掘削深：0～4m BH掘削　 礫質土 ｍ

掘削深：0～4m CS掘削　 粘性土 0.7 0.7 0.7 ｍ

掘削深：0～4m CS掘削　 砂質土 4.3 4.3 4.3 ｍ

掘削深：0～4m CS掘削　 礫質土 ｍ

掘削深：0～4m BH掘削　 粘性土 2.1 2.1 4.2 4.2 ｍ

掘削深：0～4m BH掘削　 砂質土 1.1 1.1 2.2 2.2 ｍ

掘削深：0～4m BH掘削　 礫質土 1.0 1.0 1.0 ｍ

掘削深：0～4m CS掘削　 粘性土 0.5 0.5 0.5 ｍ

掘削深：0～4m CS掘削　 砂質土 3.52 0.5 4.0 4.0 ｍ

掘削深：0～4m CS掘削　 礫質土 ｍ

掘削深：0～4m BH掘削　 粘性土 2.1 2.1 2.1 ｍ

掘削深：0～4m BH掘削　 砂質土 0.4 0.4 0.4 ｍ

掘削深：0～4m BH掘削　 礫質土 2.5 2.5 2.5 ｍ

掘削深：0～4m CS掘削　 粘性土 ｍ

掘削深：0～4m CS掘削　 砂質土 ｍ

掘削深：0～4m CS掘削　 礫質土 ｍ

8.5 7.5 2.5 4.0 1.0 2.5 26.0 26.0 ｍ

2.00 2.0 2.0 2.00 2.50 2.50 2.0 2.00 2.50 19.5 19.5 ｍ

6.50 5.5 0.5 2.00 0.35 0.50 0.5 0.5 16.4 16.4 ｍ

10.78 2.51 10.20 1.12 0.28 10.2 35.1 35.1 ｍ

2.46 0.67 6.50 0.56 0.65 0.65 6.5 0.56 0.70 19.3 19.3 ｍ

8.32 1.84 3.70 0.56 0.15 0.2 3.7 0.14 18.6 18.6 ｍ

鏡切工 8.2 4.1 8.2 20.5 20.5 ｍ

ｽｸﾗｯﾌﾟ 0.05 0.02 6.53 0.01 0.1 6.7 6.7 t

現場発生品運搬 4t 3 回

支保工

9.91 9.9 9.9 t

H-200　　(t) 5.83 5.8 t

H-300　　(t) 2.37 2.4 t

H-350　　(t) 1.71 1.7 t

2.18 t

0.40 t

12.49 t

ライナープレート撤去重量

ライナープレート式立坑
　　　　　　　　　　及び土工

副部材(a)　　　(t)
副部材(b)　      (t)

設計値細 目

ライナープレート設置重量

工 種

立坑A、Bは推進工にて計上

摘 要

ライナープレート撤去

単 位合計

ライナープレート設置

掘削土留工(円形）

縦梁・切梁・腹起し設置撤去

山留材内訳

ライナープレート存置重量

全支保工設置撤去重量    (t)

掘削土留工(矩形）

種別

掘削土留工(小判形）

ライナープレート存置

立坑A 小判形 砂質土及び粘性土

BH掘削 計 3.2ｍ

立坑A 小判形 砂質土及び粘性土

CS掘削 計 5.0ｍ

立坑B、立坑D 円形 砂質土及び粘性土

BH掘削 計 6.4ｍ

立坑B、立坑D 円形 砂質土及び粘性土

CS掘削 計 4.5ｍ

立坑C 矩形 砂質土及び粘性土

BH掘削 計 2.5ｍ

立坑F 円形 礫質土

BH掘削 計1.0ｍ

立坑G 矩形 礫質土

BH掘削 計2.5ｍ

小判形ライナープレート取り除き

再利用

立坑A 2.0ｍ

円形ライナープレート取り除き

再利用

立坑B、D、E、F、H、I 13.5ｍ

矩形ライナープレート取り除き

再利用（現場内再利用）

立坑G 2.0ｍ

矩形ライナープレート取り除き

廃棄(スクラップ）

立坑C 2.0ｍ
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立坑数量総括表

立坑A 立坑B 立坑C 立坑D 立坑E 立坑F 立坑G 立坑H 立坑I

ライナープレート ライナープレート ライナープレート ライナープレート ライナープレート ライナープレート ライナープレート ライナープレート ライナープレート

小判形 円形 矩形 円形 円形（既設撤去のみ） 円形（既設：追加掘削） 矩形 円形（既設撤去のみ） 円形（既設撤去のみ）

3500×6640 φ3000 2421×7602 φ2500 φ2500 φ2500 2421×7602 φ2500 φ2500

設計値細 目工 種 摘 要単 位合計種別

路面覆工

28.0 16.0 27.0 12.0 27.0 110.0 110 ㎡

4 4 9 4 9
8 2

5.888 3.344 5.616 2.496 5.616
1.72 1.29 1.86 0.860 1.86
1.46 0.860 0.66 0.660 0.66

9.068 5.494 8.136 4.016 8.136
覆工板開閉工 開け・閉め 1064 768 810 372 729 3743.0 3743 ㎡

供用日数 51 97 47 47 35 277.0
円形覆工板撤去 1 1 1 1 4.0 4 箇所

円形覆工板撤去重量 1.97 1.97 1.97 1.97 7.9 7.9 ｔ

円形覆工板開閉工 開け・閉め 9 24 16 18 67.0 67 回

供用日数 35 35 35 35
立坑基礎工

基礎コンクリート 18-8-40BB t=15cm 3.09 2.76 2.76 8.6 9 ㎥

基礎砕石 RC-40 t=20.0cm 7.07 4.91 4.91 16.9 17 ㎡

基礎砕石 RC-40 t=23.1cm 20.61 20.6 21 ㎡

基礎砕石 RC-40 t=31.4cm 18.40 18.40 36.8 37 ㎡

基礎コンクリート夜間割増 1 1 1 3 3 回

グラウト工

グラウト注入工 12.95 6.30 4.59 2.71 4.59 31.1 31 ㎥

構造物取壊し工

舗装版切断 As t=15㎝以下 23.20 17.20 25.20 15.20 25.20 106.0 110 ｍ

舗装版破砕 As t=15cm 31.39 18.49 30.69 14.19 30.69 125.5 130 ㎡

破砕殻運搬 As 4.71 2.77 4.60 2.13 4.60 18.8 19 ㎥

殻処分 As 10.83 6.37 10.58 4.90 10.58 43.3 43 ｔ

舗装工

下層路盤工 RC-40 t=35㎝ 31.39 18.49 30.69 14.19 4.91 4.91 30.69 4.91 4.91 145.1 145 ㎡

上層路盤工 M-40 t=25㎝ 31.39 18.49 30.69 14.19 4.91 4.91 30.69 4.91 4.91 145.1 145 ㎡

表層工（仮々復旧） 再生粗粒度As20 t=5㎝ 31.39 18.49 30.69 14.19 6.15 6.15 30.69 6.15 6.15 150.1 150 ㎡

覆工板・受桁・桁受重量　(t)

受桁H300　　(t)

覆工板　2.0m×1.0m　　(枚)

桁受H300　　(t)

覆工板合計重量　　(ｔ)

覆工板　3.0m×1.0m　　(枚)

覆工板・受桁設置撤去工
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立坑A(ライナープレート立坑：小判形3.5x6.640)

ライナープレート寸法 t= 2.7 mm

6.640×3.500 掘削深= m

立坑面積： = m2

1. ライナープレート式立坑及び土工

予堀掘削工

(覆工部) 掘削深　H= 先行掘削高－舗装厚=0.800-0.150 = m

掘削面積： m2 （覆工部　4.3*7.3）

0.650 × 31.390 = m3

予堀掘削合計

（合計） 20.40 計 m3 m3

　　埋戻工

 掘削深    ： m

仮復旧厚   ： m

： m

埋戻厚   ： =

1) 砕石埋戻し（RC-40）

立坑面積： m2

V1= 20.606m2 × 7.969 = m3

覆工面積： m2

V2= (31.39-20.606)×(0.8-0.65) = m3

合　計 = m3

●埋戻控除

1) 管（φ600mm）

管外径： m

長　　さ： m

V = = m3

2) 管防護砂 (管から10㎝を確保した幅を想定）

面　　積： m2

長　　さ： 7.46-1.5 (防護CON分控除) m

V = = m3

3)防護コンクリート

図面No,17より

1.75㎡ ×

管体積

(0.631×0.631×3.14)/4 ×1.5m

V = = ㎥

控 除 合 計 = m3

控除後合計＝砕石埋戻し－控除合計=165.83－7.62 m3 m3

名　　　称 略 図 及 び 算 式 数　　量

0.650

9.00

3.500^2×3.14/4+3.140×3.500 20.606

31.390

20.40

20.40 20.40

0.650

9.000

0.631

7.46

20.606

164.21

31.390

1.62

165.83

2.33

0.831

0.38 0.831

5.960

2.26

0.831×0.831-(0.631×0.631×3.14)/4

2.0m

3.03

7.62

158.21 158.21

基礎厚 0.381

9-0.65-0.381 7.969
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立坑A(ライナープレート立坑：小判形3.5x6.640)

　　管防護砂

上記　防護砂の計算より

V = = m3 m3

　　残土運搬工 V = 先行掘削+立坑掘削

= 20.40 + 168.97 ＝ m3 m3

処分量

×1.2 ＝ m3

掘削土留工 掘削深　H= m (先行掘削0.8mは控除)

掘削深：0～4m 粘性土 = m m

ﾊﾞｯｸﾎｳ 砂質土 = m m

礫質土 = m m

岩盤 = m m

合計 = m

掘削深：4～12m 粘性土 = m m

ｸﾗﾑｼｪﾙ 砂質土 = m m

礫質土 = m m

岩盤 = m m

合計 = m

掘削深　H= 9.000 － 0.800 (先行掘削分控除) m

掘削面積：= m2

V= 8.200 × 20.606 = m2 m3

　　ライナープレート工 　ライナ―プレート

設置工 H= = m m

撤去工 H= = m m

存置高 H= = m m

1)単位設置重量

・ライナープレート (1m当たり) t=2.7

合計

・補強リング（1リング当たり）H-100×100×6×8

ライナープレート3.5×6.64用

合計 kg

2 22 44

計

189.37

8.50

3.200

0.700 0.70

8.200

0.90

2.300 2.30

0.900

4.300 4.30

5.000

8.200

20.606

168.97 168.97

2.26

189.37

227.24 227.24

名　　　称 略 図 及 び 算 式 数　　量

189.37

2.26

8.50

2.00 2.00

6.50 6.50

プレート P(段) n(枚) P*n(枚) 1枚当り重量 重量(kg)

26.0 1144.0

P-8 21.1

P-10

1144.0

ボルト t(本/枚) n(枚) t*n(本) 1組当り重量 重量(kg)

P-10 14 44 616 0.137 84.4

P-8 0.137

338.00

計 84.4

1228.4
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立坑A(ライナープレート立坑：小判形3.5x6.640)

2) ライナープレート単位重量(1m2当たり)

A= ( 3.500×3.14+3.140×2 )×1.000 = m2

W= 1,228.4kg / 17.270m2 = kg/m2

3) 設置重量(ライナープレート+補強リング）

W= 8.50 × 1,228.4kg+ = kg t

4) 撤去重量(ライナープレートのみ）

W= 2.00 × 1,228.4kg = kg t

5) 存置重量

W= 設置重量 - 撤去重量

= 10.78 - 2.46 = t t

鏡切工 φ800 6.6m/箇所（参考値） 1箇所 = m
(立坑Aの鏡切施工手間については推進工へ計上)

　　スクラップ 　　鏡切部（スクラップ重量 ）さや管φ800

D= m A= m2 (余裕幅として10㎝加算)

N= 箇所

W= 0.65ｍ2 × 71.1kg/m2 × 1 箇所 = kg t

　　支保工鋼材 1)主部材重量

小計

小計

小計

合　　計

2)副部材(a)重量

= 主部材 × 22.0%

= 9.91 × 22.0% = t

3)副部材(b)重量

= 主部材 × 4.0%

= 9.91 × 4.0% = t

全支保材設置重量＝ 9.91 + 2.18 + 0.40 = t t

全支保材撤去重量＝ 9.91 + 2.18 + 0.40 = t t

m当り重量(kg)

切
梁

1段 × 338.0㎏

H-350 1.800 2 3.60 0.540

略 図 及 び 算 式名　　　称 数　　量

17.270

71.1

10779 10.78

2457 2.46

8.32 8.32

6.6

0.913 0.65

1

46.2 0.05

部材名 L(m) 重量(t)n(本) L*n(m)

縦
梁

H-200 8.500 7 59.50 55.0 3.273

H-200 6.650 7 46.55 55.0 2.560

腹
起

H-300 3.890 4 15.56 100.0

H-350 3.890

H-300 2.150 2 4.30 100.0

5.833

1.556

150.0

1.350

9.91

2 7.78 150.0 1.167

2.723

H-300 1.900 2 3.80 100.0 0.380

2.18

0.40

12.49

0.430

12.49

12.49 12.49
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立坑A(ライナープレート立坑：小判形3.5x6.640)

　　覆工板

1) 覆工板

A= 3 × 1 × 4枚 + 2 × 1 × 8枚 = m2 m2

624㎏/枚 424kg/枚

W= 4枚 × 624㎏/枚+ 8枚　×　424㎏/枚 = kg t

2) 受桁 H-300　4.3m×4本×100㎏/m=1720kg

　 桁受 H-300　7.3m×2本×100㎏/m=1460kg 計 kg t

3) 開閉工

= 回

A= 28m2 × 38.0 回 = m2 m2

4) 供用日数　　

　　立坑基礎工 コンクリート基礎工

立坑面積： 3.500^2×3.14/4+3.140×3.500 = m2

t= 15 cm

V= 20.606 ×  0.150 = m3 m3

基礎砕石

立坑面積： 3.500^2×3.14/4+3.140×3.500 = m2 m2

t= cm

V= 20.606 ×  0.231 = m3

　　グラウト工 注入量

V= = m3 m3

　　構造物取壊し工

舗装切断工 As t= 15 cm

（4.3+7.3）×2= = m m

As t= 15 cm

  4.3×7.3 = = ㎡ m2

As 0.150 × 31.4 = m3 m3

As 4.71 × 2.30 t/m3 = t t

　　舗装工

車道（仮々復旧） 1)表層工 t = 5 cm 舗装面積：= m2

A= 31.39 = m2 m2

2)上層路盤 t = 25 cm 舗装面積：= m2

A= 31.39 = m2 m2

3)下層路盤 t = 35 cm 舗装面積：= m2

A= = m2 m2

処分

23.1

名　　　称 略 図 及 び 算 式 数　　量

3.091 3.09

破砕殻運搬 4.71

31.39 31.39

4.71

23.20 23.20

31.39

10.83

20.606

28 28

5888

31.39

31.39 31.39

20.606 20.61

4.760

{3.14×(3.500+0.09)+2×3.140}×0.09×8.200

31.39

31.39

31.39 31.39

10.83

5.888

3180 3.180

31.39

舗装版破砕工

31.39

38

1064 1064

36日×雨休率1.4 = 50.4≒51日

立坑築造12回、推進工及び配管15回、立坑撤去11回

12.954 12.95
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立坑B(ライナープレート立坑：円形φ3.0)

ライナープレート寸法 t= 2.7 mm

φ3.000 掘削深= m

立坑面積： = m2

1. ライナープレート式立坑及び土工

予堀掘削工

(覆工部) 掘削深　H= 先行掘削高－舗装厚=0.800-0.150 = m

掘削面積： m2 （覆工部　4.3*4.3）

0.650 × 18.490 = m3

予堀掘削合計

（合計） 12.02 + 0.00 = m3 m3

　　埋戻工

 掘削深    ： m

仮復旧厚   ： m

： m

埋戻厚   ： =

1) 砕石埋戻し（RC-40）

立坑面積： m2

V1= 7.065m2 × 7.167 = m3

覆工面積： m2

V2= = m3

合　計 = m3

●埋戻控除

1) 管（φ600mm）

管外径： m

長　　さ： m

V = = m3

2) 管防護砂 (管から10㎝を確保した幅を想定）

面　　積： m2

長　　さ： 6.63-1.8 (防護CON分控除) m

V = = m3

3)防護コンクリート

図面No,17より

3.06㎡ ×

管体積

(0.631×0.631×3.14)/4 ×1.8m

V = =

控 除 合 計 = m3

控除後合計＝砕石埋戻し－控除合計=52.34－7.94 m3 m3

0.831×0.831-(0.631×0.631×3.14)/4

4.03

7.94

44.40 44.40

1.5m

0.831

0.38 0.831

4.830

1.84

52.34

0.631

6.630

2.07

7.065

50.63

18.490

(18.49-7.065)×(0.8-0.65) 1.71

8.017

0.650

基礎厚 0.200

8.017-0.65-0.2 7.167

0.650

18.490

12.02

12.02 12.02

名　　　称 略 図 及 び 算 式 数　　量

8.017

3.000^2 × 3.14 / 4 7.065
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立坑B(ライナープレート立坑：円形φ3.0)

　　管防護砂

上記　防護砂の計算より

V = = m3 m3

　　残土運搬工 V = 先行掘削+立坑掘削

= 12.02 + 50.99 ＝ m3 m3

処分量

×1.2 ＝ m3

掘削土留工 掘削深　H= m (先行掘削0.8mは控除)

掘削深：0～4m 粘性土 = m m

ﾊﾞｯｸﾎｳ 砂質土 = m m

礫質土 = m m

岩盤 = m m

合計 = m

掘削深：4～12m 粘性土 = m m

ｸﾗﾑｼｪﾙ 砂質土 = m m

礫質土 = m m

岩盤 = m m

合計 = m

掘削深　H= 8.017 － 0.800 (先行掘削分控除) m

掘削面積：= m2

V= 7.217 × 7.065 = m2 m3

　　ライナープレート工 　ライナ―プレート

設置工 H= = m m

撤去工 H= = m m

存置高 H= = m m

1) 単位設置重量(1m当たり) t=2.7

合計 335.0

計 23.0

P-8 0.137

P-10 14 12 168 0.137 23.0

ボルト t(本/枚) n(枚) t*n(本) 1組当り重量 重量(kg)

計 312.0

P-8 21.1

P-10 2 6 12 26.0 312.0

2.00 2.00

5.50 5.50

プレート P(段) n(枚) P*n(枚) 1枚当り重量 重量(kg)

7.217

7.065

50.99 50.99

7.50 7.50

4.017

3.200

0.500 0.50

3.517 3.52

2.100 2.10

1.100 1.10

63.01 63.01

63.01 75.61 75.61

7.217

1.84 1.84

名　　　称 略 図 及 び 算 式 数　　量
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立坑B(ライナープレート立坑：円形φ3.0)

2) 単位重量(1m2当たり)

A= ( 3.000 × 3.14 ) × 1.000 = m2

W= 335.0kg / 9.420m2 = kg/m2

3) 設置重量

W= 7.50 × 335.0kg = kg t

4) 撤去重量

W= 2.00 × 335.0kg = kg t

5) 存置重量

W= 設置重量 - 撤去重量

= 2.51 - 0.67 = t t

鏡切工 6.6m/箇所（参考値） 1箇所 = m
(立坑Bの鏡切工の施工手間については推進工へ計上)

　　スクラップ 　　鏡切部（スクラップ重量 ）さや管φ800

D= m A= m2 (余裕幅として10㎝加算)

N= 箇所

W= 0.65ｍ2 × 35.6kg/m2 × 1 箇所 = kg t

　　支保工鋼材 1)主部材重量

小計

小計

小計

合　　計

2)副部材(a)重量

= 主部材 × 22.0%

= 0.00 × 22.0% = t

3)副部材(b)重量

= 主部材 × 4.0%

= 0.00 × 4.0% = t

全支保材設置重量＝ 0.00 + 0.00 + 0.00 = t t

全支保材撤去重量＝ 0.00 + 0.00 + 0.00 = t t

切
梁

H-300 100.0

100.0腹
起

H-300

重量(t)

縦
梁

H-200 55.0

0.913 0.65

1

23.1 0.02

部材名 L(m) n(本) L*n(m) m当り重量(kg)

1.84 1.84

6.6

35.6

2513 2.51

670 0.67

名　　　称 略 図 及 び 算 式 数　　量

9.420
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立坑B(ライナープレート立坑：円形φ3.0)

　　覆工板

1) 覆工板

A= 3 × 1 × 4枚 + 2 × 1 × 2枚 = m2 m2

W= 4枚×624㎏/枚 + 2枚 × 424㎏/枚 = kg t

2) 受桁 H-300 4.3m×3本×100㎏/m=1290kg

　 桁受 H-300 4.3m×2本×100㎏/m=860kg 計 kg t

3) 開閉工

= 回

A= 16m2 × 48.0 回 = m2 m2

4) 供用日数　　

　　立坑基礎工 コンクリート基礎工

立坑面積： = m2

t= cm

V= = m3 m3

基礎砕石

立坑面積： 3.000^2 × 3.14 / 4 = m2 m2

t= 20 cm

V= 7.065 ×  0.200 = m3

　　グラウト工 注入量

V= = m3 m3

　　構造物取壊し工

舗装切断工 As t= 15 cm

4.3×4= = m m

車道 As t= 15 cm

取壊面積： 4.3 × 4.3 = ㎡ m2

As 0.150 × 18.490 = m3 m3

As 2.77 × 2.30 t/m3 = t t

　　舗装工

車道（仮々復旧） 1)表層工 t = 5 cm 舗装面積：= m2

A= 18.49 = m2 m2

2)上層路盤 t = 25 cm 舗装面積：= m2

A= 18.49 = m2 m2

3)下層路盤 t = 35 cm 舗装面積：= m2

A= = m2 m2

18.49

18.49 18.49

18.49

18.49 18.49 18.49

18.49

18.49 18.49

破砕殻運搬 2.77 2.77

処分 6.37 6.37

18.49 18.5

舗装版破砕工

{ 3.14 × ( 3.000 + 0.09 ) } × 0.09 × 7.217 6.302 6.30

17.20 17.2

7.065 7.07

1.413

立坑築造15回、推進工及び管更生及び配管25回、立坑撤去8回 48

768 768

69日×雨休率1.4 = 97日

3344 3.344

2150 2.150

名　　　称 略 図 及 び 算 式 数　　量

16 16
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立坑C(ライナープレート立坑：矩形2.421×7.602)

ライナープレート寸法 t= 2.7 mm

7.602×2.421 掘削深= m

立坑面積： = m2

1. ライナープレート式立坑及び土工

予堀掘削工

(覆工部) 掘削深　H= 先行掘削高－舗装厚=0.800-0.150 = m

掘削面積： m2 （覆工部　3.3*9.3）

0.650 × 30.690 = m3

予堀掘削合計

（合計） 19.95 + 0.00 = m3 m3

　　埋戻工

 掘削深    ： m

仮復旧厚   ： m

： m

埋戻厚   ： =

1) 砕石埋戻し（RC-40）

立坑面積： m2

V1= 18.404m2 × 2.186 = m3

覆工面積： m2

V2= = m3

合　計 = m3

●埋戻控除

1) 管（φ600mm）

管外径： m

長　　さ： m

V = = m3

2) 管防護砂 (管から10㎝を確保した幅を想定）

面　　積： m2

長　　さ： m

V = = m3

控 除 合 計 = m3

控除後合計＝砕石埋戻し－控除合計=42.07－5.40 m3 m3

0.831×0.831-(0.631×0.631×3.14)/4

5.40

36.67 36.67

0.831

0.380 0.831

7.800

2.96

42.07

0.631

7.800

2.44

18.404

40.23

30.690

(30.69-18.40)×(0.8-0.65) 1.84

3.300

0.650

基礎厚 0.464

3.3-0.65-0.464 2.186

0.650

30.690

19.95

19.95 19.95

名　　　称 略 図 及 び 算 式 数　　量

3.30

2.421×7.602 18.404
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立坑C(ライナープレート立坑：矩形2.421×7.602)

　　管防護砂

上記　防護砂の計算より

V = = m3 m3

　　残土運搬工 V = 先行掘削+立坑掘削

= 19.95 + 46.01 ＝ m3 m3

処分量

×1.2 ＝ m3

掘削土留工 掘削深　H= m (先行掘削0.8mは控除)

掘削深：0～4m 粘性土 = m m

ﾊﾞｯｸﾎｳ 砂質土 = m m

礫質土 = m m

岩盤 = m m

合計 = m

掘削深：4～12m 粘性土 = m m

ｸﾗﾑｼｪﾙ 砂質土 = m m

礫質土 = m m

岩盤 = m m

合計 = m

掘削深　H= 3.300 － 0.800 (先行掘削分控除) m

掘削面積：= m2

V= 2.500 × 18.404 = m2 m3

　　ライナープレート工 　ライナ―プレート

設置工 H= = m m

撤去工 H= = m m

存置高 H= = m m

1) 単位設置重量(1m当たり) t=2.7

合計 754.5

計 52.1

P-9 13 4 52 0.137 7.1

P-10 14 12 168 0.137 23.0

ボルト t(本/枚) n(枚) t*n(本) 1組当り重量 重量(kg)

計 702.4

P-9 2 2 4 23.6 94.4

P-10 2 6 12 26.0 312.0

2.00 2.00

0.50 0.50

プレート P(段) n(枚) P*n(枚) 1枚当り重量 重量(kg)

2.500

18.404

46.01 46.01

2.50 2.50

2.500

2.100 2.10

0.400 0.40

65.96 65.96

65.96 79.15 79.15

2.500

2.96 2.96

名　　　称 略 図 及 び 算 式 数　　量

P-6

PL-6

2

2

4

4

8

8

16.2

20.8

129.6

166.4

P-6

PL-6

10

10

8

8

80

80

0.137

0.137

11.0

11.0
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立坑C(ライナープレート立坑：矩形2.421×7.602)

・補強リング（1リング当たり）H-250×250×9×14

ライナープレート2.421×7.602用

kg

2)ライナープレート単位重量(1m2当たり)

A= (2.421+7.602)×2×1.0 = m2

W= 754.5kg / 20.050m2 = kg/m2

3) 設置重量(ライナープレート+補強リング）

W= 2.50 × 754.5kg + = kg t

4) 撤去重量(ライナープレート+補強リング）

W= 2.00 × 754.5kg + = kg t

5) 存置重量

W= 設置重量 - 撤去重量

= 10.20 - 6.50 = t

t

既設管部鏡切

φ600 4.1m/箇所（参考値） 2箇所 = m
8.2 m

　・鏡切部（スクラップ重量 ）φ600

　　スクラップ D= m A= m2 (余裕幅として10㎝加算)

N= 箇所

W= 0.42ｍ2 × 37.6kg/m2 × 2 箇所 = kg

・ ライナープレート撤去分 上記より = ㎏ t

　　支保工鋼材 1)主部材重量

小計

小計

小計

合　　計

2)副部材(a)重量

= 主部材 × 22.0%

= 0.00 × 22.0% = t

3)副部材(b)重量

= 主部材 × 4.0%

= 0.00 × 4.0% = t

全支保材設置重量＝ 0.00 + 0.00 + 0.00 = t t

全支保材撤去重量＝ 0.00 + 0.00 + 0.00 = t t

100.0切
梁

H-300 2

腹
起

H-300 2 100.0

縦
梁

H-200 8 55.0

部材名 L(m) n(本) L*n(m) m当り重量(kg) 重量(t)

0.731 0.42

2

31.6

6.53

3.70

3.70

8.2

10.20

6497 6.50

6497

102005段 × 1662.7㎏

3段 × 1662.7㎏

名　　　称 略 図 及 び 算 式 数　　量

20.050

1662.70

37.6
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立坑C(ライナープレート立坑：矩形2.421×7.602)

　　覆工板

1) 覆工板

A= 3 × 1 × 9枚 624㎏/枚 = m2 m2

W= 9枚 × 624㎏/枚 = kg t

2) 受桁 H-300 9.3m×2本×100㎏/m=1860kg

　 桁受 H-300 3.3m×2本×100㎏/m=660kg 計 kg t

3) 開閉工

= 回

A= 27m2 × 30.0 回 = m2 m2

4) 供用日数　　

　　立坑基礎工 コンクリート基礎工

立坑面積： 2.421×7.602 = m2

t= 15 cm

V= 18.404 ×  0.150 = m3 m3

基礎砕石

立坑面積： 2.421×7.602 = m2 m2

t= cm

V= 18.404 ×  0.314 = m3

　　グラウト工 注入量

V= = m3 m3

　　構造物取壊し工

舗装切断工 As t= 15 cm

（9.3+3.3）×2 = m m

車道 As t= 15 cm

取壊面積： 9.3×3.3 = ㎡ m2

As 0.150 × 30.690 = m3 m3

As 4.60 × 2.30 t/m3 = t t

　　舗装工

車道（仮々復旧） 1)表層工 t = 5 cm 舗装面積：= m2

A= 30.69 = m2 m2

2)上層路盤 t = 25 cm 舗装面積：= m2

A= 30.69 = m2 m2

3)下層路盤 t = 35 cm 舗装面積：= m2

A= = m2 m2

31.4

30.69 30.69

30.69

30.69 30.69 30.69

30.69

30.69 30.69

30.69

破砕殻運搬 4.60 4.60

処分 10.58 10.58

30.69 30.69

舗装版破砕工

5.779

{2×(7.602+0.09)+2×(2.421+0.09}×0.09×2.500 4.591 4.59

25.20 25.20

33日×雨休率1.4 = 46.2≒47日

18.404

2.761 2.76

18.404 18.40

立坑築造4回、管更生及び配管16回、立坑撤去10回 30

810 810

27 27

5616 5.616

2520 2.520

名　　　称 略 図 及 び 算 式 数　　量
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立坑D(ライナープレート立坑：円形φ2.5)

ライナープレート寸法 t= 2.7 mm

φ2.500 掘削深= m

立坑面積： = m2

1. ライナープレート式立坑及び土工

予堀掘削工

(覆工部) 掘削深　H= 先行掘削高－舗装厚=0.800-0.150 = m

掘削面積： m2 （覆工部　3.3*4.3）

0.650 × 14.190 = m3

予堀掘削合計

（合計） 9.22 + 0.00 = m3 m3

　　埋戻工

 掘削深    ： m

仮復旧厚   ： m

： m

埋戻厚   ： =

1) 砕石埋戻し（RC-40）

立坑面積： m2

V1= 4.906m2 × 3.650 = m3

覆工面積： m2

V2= = m3

合　計 = m3

●埋戻控除

1) 管（φ600mm）

管外径： m

長　　さ： m

V = = m3

2) 管防護砂 (管から10㎝を確保した幅を想定）

面　　積： m2

長　　さ： m

V = = m3

3)防護コンクリート

控 除 合 計 = m3

控除後合計＝砕石埋戻し－控除合計=19.30－1.70 m3 m3

名　　　称 略 図 及 び 算 式 数　　量

4.500

2.500^2 × 3.14 / 4 4.906

0.650

14.190

9.22

9.22 9.22

4.500

0.650

基礎厚 0.200

4.5-0.65-0.2 3.650

4.906

17.91

14.190

(14.19-4.906)×(0.8-0.65) 1.39

19.30

0.631

2.450

0.77

0.831

0.380 0.831

2.450

0.93

0.831×0.831-(0.631×0.631×3.14)/4

1.70

17.60 17.60
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立坑D(ライナープレート立坑：円形φ2.5)

　　管防護砂

上記　防護砂の計算より

V = = m3 m3

　　残土運搬工 V = 先行掘削+立坑掘削

= 9.22 + 18.15 ＝ m3 m3

処分量

×1.2 ＝ m3

掘削土留工 掘削深　H= m (先行掘削0.8mは控除)

掘削深：0～4m 粘性土 = m m

ﾊﾞｯｸﾎｳ 砂質土 = m m

礫質土 = m m

岩盤 = m m

合計 = m

掘削深：4～12m 粘性土 = m m

ｸﾗﾑｼｪﾙ 砂質土 = m m

礫質土 = m m

岩盤 = m m

合計 = m

掘削深　H= 4.500 － 0.800 (先行掘削分控除) m

掘削面積：= m2

V= 3.700 × 4.906 = m2 m3

　　ライナープレート工 　ライナ―プレート

設置工 H= = m m

撤去工 H= = m m

存置高 H= = m m

1) 単位設置重量(1m当たり) t=2.7

合計

名　　　称 略 図 及 び 算 式 数　　量

0.93 0.93

27.37 27.37

27.37 32.84 32.84

3.700

2.100 2.10

1.100 1.10

3.200

0.500 0.50

0.500

3.700

4.906

18.15 18.15

4.00 4.00

2.00 2.00

2.00 2.00

プレート P(段) n(枚) P*n(枚) 1枚当り重量 重量(kg)

P-10 2 5 10 26.0 260.0

P-8 21.1

計 260.0

ボルト t(本/枚) n(枚) t*n(本) 1組当り重量 重量(kg)

P-10 14 10 140 0.137 19.2

P-8 0.137

計 19.2

279.2
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立坑D(ライナープレート立坑：円形φ2.5)

2) 単位重量(1m2当たり)

A= ( 2.500 × 3.14 ) × 1.000 = m2

W= 279.2kg / 7.850m2 = kg/m2

3) 設置重量

W= 4.00 × 279.2kg = kg t

4) 撤去重量

W= 2.00 × 279.2kg = kg t

5) 存置重量

W= 設置重量 - 撤去重量

= 1.12 - 0.56 = t t

既設管部鏡切

φ600 4.1m/箇所（参考値） 1箇所 = m 4.1 m

　　スクラップ 　　鏡切部（スクラップ重量 ）φ600

D= m A= m2 (余裕幅として10㎝加算)

N= 箇所

W= 0.42ｍ2 × 35.6kg/m2 × 1 箇所 = kg t

　　支保工鋼材 1)主部材重量

小計

小計

小計

合　　計

2)副部材(a)重量

= 主部材 × 22.0%

= 0.00 × 22.0% = t

3)副部材(b)重量

= 主部材 × 4.0%

= 0.00 × 4.0% = t

全支保材設置重量＝ 0.00 + 0.00 + 0.00 = t t

全支保材撤去重量＝ 0.00 + 0.00 + 0.00 = t t

名　　　称 略 図 及 び 算 式 数　　量

7.850

35.6

1117 1.12

558 0.56

0.56 0.56

4.1

0.731 0.42

1

15.0 0.01

部材名 L(m) n(本) L*n(m) m当り重量(kg) 重量(t)

縦
梁

H-200 55.0

腹
起

H-300 100.0

切
梁

H-300 100.0
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立坑D(ライナープレート立坑：円形φ2.5)

　　覆工板

1) 覆工板

A= 3 × 1 × 4枚 = m2 m2

W= 4枚×624㎏/枚 = kg t

2) 受桁 H-300 4.3m×2本×100㎏/m=860kg

　 桁受 H-300 3.3m×2本×100㎏/m=660kg 計 kg t

3) 開閉工

= 回

A= 12m2 × 31.0 回 = m2 m2

4) 供用日数　　

　　立坑基礎工 コンクリート基礎工

立坑面積： = m2

t= cm

V= = m3 m3

基礎砕石

立坑面積： 2.500^2 × 3.14 / 4 = m2 m2

t= 20 cm

V= 4.906 ×  0.200 = m3

　　グラウト工 注入量

V= = m3 m3

　　構造物取壊し工

舗装切断工 As t= 15 cm

(4.3+3.3)*2 = m m

車道 As t= 15 cm

取壊面積： 4.3 × 3.3 = ㎡ m2

As 0.150 × 14.190 = m3 m3

As 2.13 × 2.30 t/m3 = t t

　　舗装工

車道（仮々復旧） 1)表層工 t = 5 cm 舗装面積：= m2

A= 14.19 = m2 m2

2)上層路盤 t = 25 cm 舗装面積：= m2

A= 14.19 = m2 m2

3)下層路盤 t = 35 cm 舗装面積：= m2

A= = m2 m2

名　　　称 略 図 及 び 算 式 数　　量

12 12

2496 2.496

1520 1.520

立坑築造7回、管更生及び配管16回、立坑撤去8回 31

372 372

33日×雨休率1.4 = 46.2≒47日

4.906 4.91

0.981

{ 3.14 × ( 2.500 + 0.09 ) } × 0.09 × 3.700 2.708 2.71

15.20 15.2

舗装版破砕工

14.19 14.2

破砕殻運搬 2.13 2.13

処分 4.90 4.90

14.19

14.19 14.19

14.19

14.19 14.19

14.19

14.19 14.19 14.19
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立坑E(ライナープレート立坑：円形φ2.5)

ライナープレート寸法 t= 2.7 mm

φ2.500 掘削深= m

立坑面積： = m2

1. ライナープレート式立坑及び土工

予堀掘削工

(覆工部) 掘削深　H= 先行掘削高－舗装厚 = m

掘削面積： m2

= m3

予堀掘削合計

（合計） = m3 m3

　　埋戻工

 掘削深    ： m

仮復旧厚   ： m

： m

埋戻厚   ： =

1) 砕石埋戻し（RC-40）

立坑面積： m2

V1= 4.906m2 × 2.000 = m3

覆工面積： m2

V2= = m3

合　計 = m3

●埋戻控除

1) 管（φ600mm）

管外径： m

長　　さ： m

V = = m3

2) 管防護砂 (管から10㎝を確保した幅を想定）

面　　積： m2

長　　さ： m

V = = m3

3)防護コンクリート

控 除 合 計 = m3

控除後合計＝砕石埋戻し－控除合計=9.81－1.73 m3 m3

1.73

8.08 8.08

0.95

0.831

0.831×0.831-(0.631×0.631×3.14)/4 0.380 0.831

2.500

9.81

0.631

2.500

0.78

4.906

9.81

2.850

0.650

基礎厚 0.200

2.85-0.65-0.2 2.000

名　　　称 略 図 及 び 算 式 数　　量

2.850

2.500^2 × 3.14 / 4 4.906
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立坑E(ライナープレート立坑：円形φ2.5)

　　管防護砂

上記　防護砂の計算より

V = = m3 m3

　　残土運搬工 V = 先行掘削+立坑掘削

= ＝ m3 m3

処分量

＝

掘削土留工 掘削深　H= m

掘削深：0～4m 粘性土 = m m

ﾊﾞｯｸﾎｳ 砂質土 = m m

礫質土 = m m

岩盤 = m m

合計 = m

掘削深：4～12m 粘性土 = m m

ｸﾗﾑｼｪﾙ 砂質土 = m m

礫質土 = m m

岩盤 = m m

合計 = m

掘削深　H= m

掘削面積：= m2

V= = m2 m3

　　ライナープレート工 　ライナ―プレート

設置済高さ H= = m m

撤去工 H= = m m

存置高 H= = m m

1) 単位重量(1m当たり) t=2.7

合計 279.2

計 19.2

P-8 0.137

P-10 14 10 140 0.137 19.2

ボルト t(本/枚) n(枚) t*n(本) 1組当り重量 重量(kg)

計 260.0

P-8 21.1

P-10 2 5 10 26.0 260.0

0.35 0.35

プレート P(段) n(枚) P*n(枚) 1枚当り重量 重量(kg)

2.85 2.85

2.50 2.50

0.95 0.95

名　　　称 略 図 及 び 算 式 数　　量
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立坑E(ライナープレート立坑：円形φ2.5)

2) 単位重量(1m2当たり)

A= ( 2.500 × 3.14 ) × 1.000 = m2

W= 279.2kg / 7.850m2 = kg/m2

3) 設置済重量

W= 2.85 × 279.2kg = kg t

4) 撤去重量

W= 2.50 × 279.2kg = kg

撤去済重量控除 698kg-49.1kg = kg t

5) 存置重量

W= 設置重量 - 撤去重量

= 0.80 - 0.65 = t t

　　鏡切部重量 φ800（撤去済重量）

D= m A= m2 (余裕幅として10㎝加算)

N= 箇所

W= 0.69ｍ2 × 35.6kg/m2 × 2 箇所 = kg t

　　支保工鋼材 1)主部材重量

小計

小計

小計

合　　計

2)副部材(a)重量

= 主部材 × 22.0%

= 0.00 × 22.0% = t

3)副部材(b)重量

= 主部材 × 4.0%

= 0.00 × 4.0% = t

全支保材設置重量＝ 0.00 + 0.00 + 0.00 = t t

全支保材撤去重量＝ 0.00 + 0.00 + 0.00 = t t

100.0切
梁

H-300

腹
起

H-300 100.0

縦
梁

H-200 55.0

部材名 L(m) n(本) L*n(m) m当り重量(kg) 重量(t)

0.936 0.69

2

49.1 0.05

0.15 0.15

35.6

796 0.80

698

0.65648.9

名　　　称 略 図 及 び 算 式 数　　量

7.850
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立坑E(ライナープレート立坑：円形φ2.5)

　　覆工板

1) 覆工板（既設円形覆工板φ3.0）

W= 1枚×1970㎏/枚 （参考重量） = kg t

2) 受桁

　 桁受 計 kg t

3) 円形覆工板開閉工

= 回 9 回

4) 供用日数　　

　　立坑基礎工 コンクリート基礎工

立坑面積： = m2

t= cm

V= = m3 m3

基礎砕石

立坑面積： = m2 m2

t= cm

V= = m3

　　グラウト工 注入量

V= = m3 m3

　　構造物取壊し工

舗装切断工 As t= 15 cm

= m m

車道 As t= 15 cm

取壊面積： × 3.3 = ㎡ m2

m2

As = m3 m3

As = t t

　　舗装工 八角形切断の場合の面積 ㎡

車道（仮々復旧） 1)表層工 t = 5 cm 舗装面積：= m2

A= 6.15 = m2 m2

2)上層路盤 t = 25 cm 舗装面積：= m2

A= 4.91 = m2 m2

3)下層路盤 t = 35 cm 舗装面積：= m2

A= = m2 m2
4.906

4.906 4.91 4.91

(立坑面積)

(立坑面積)

6.15

6.15 6.15

6.15

4.906

4.91 4.91

処分

破砕殻運搬

舗装版破砕工

立坑撤去9回 9

1970 1.970

名　　　称 略 図 及 び 算 式 数　　量
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立坑F(ライナープレート立坑：円形φ2.5)

ライナープレート寸法 t= 2.7 mm

φ2.500 掘削深= m

立坑面積： = m2

1. ライナープレート式立坑及び土工

予堀掘削工

(覆工部) 掘削深　H= 先行掘削高－舗装厚= = m

掘削面積： m2

= m3

予堀掘削合計

（合計） = m3 m3

　　埋戻工

 掘削深    ： m

仮復旧厚   ： m

： m

埋戻厚   ： =

1) 砕石埋戻し（RC-40）

立坑面積： m2

V1= 4.906m2 × 2.150 = m3

覆工面積： m2

V2= = m3

合　計 = m3

●埋戻控除

1) 管（φ600mm）

管外径： m

長　　さ： m

V = = m3

2) 管防護砂 (管から10㎝を確保した幅を想定）

面　　積： m2

長　　さ： m

V = = m3

3)防護コンクリート

控 除 合 計 = m3

控除後合計＝砕石埋戻し－控除合計=10.55－1.73 m3 m3

1.73

8.82 8.82

0.95

0.831

0.831×0.831-(0.631×0.631×3.14)/4 0.380 0.831

2.500

10.55

0.631

2.500

0.78

4.906

10.55

3.000

0.650

基礎厚 0.200

3-0.65-0.2 2.150

名　　　称 略 図 及 び 算 式 数　　量

3.000

2.500^2 × 3.14 / 4 4.906
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立坑F(ライナープレート立坑：円形φ2.5)

　　管防護砂

上記　防護砂の計算より

V = = m3 m3

　　残土運搬工 V = 先行掘削+立坑掘削

= 0.00 + 4.91 ＝ m3 m3

処分量

×1.2 ＝ m3

掘削土留工 掘削深　H= m (全長3.0mの内、2.0mは施工済み)

掘削深：0～4m 粘性土 = m m

ﾊﾞｯｸﾎｳ 砂質土 = m m

礫質土 = m m

岩盤 = m m

合計 = m

掘削深：4～12m 粘性土 = m m

ｸﾗﾑｼｪﾙ 砂質土 = m m

礫質土 = m m

岩盤 = m m

合計 = m

掘削深　H= 3.000 － 2.000 (施工済み分控除) m

掘削面積：= m2

V= 1.000 × 4.906 = m2 m3

　　ライナープレート工 　ライナ―プレート (内、2m設置済み)

設置工 H= = m m

撤去工 H= = m m

存置高 H= = m m

1) 単位設置重量(1m当たり) t=2.7

合計 279.2

計 19.2

P-8 0.137

P-10 14 10 140 0.137 19.2

ボルト t(本/枚) n(枚) t*n(本) 1組当り重量 重量(kg)

計 260.0

P-8 21.1

P-10 2 5 10 26.0 260.0

0.50 0.50

プレート P(段) n(枚) P*n(枚) 1枚当り重量 重量(kg)

4.91 4.91

3.00 3.00

2.50 2.50

1.000

4.906

1.000

1.000 1.00

4.91 5.89 5.89

1.000

4.91 4.91

0.95 0.95

名　　　称 略 図 及 び 算 式 数　　量
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立坑F(ライナープレート立坑：円形φ2.5)

2) 単位重量(1m2当たり)

A= ( 2.500 × 3.14 ) × 1.000 = m2

W= 279.2kg / 7.850m2 = kg/m2

3) 設置重量

W= 3.00 × 279.2kg = kg t

内、設置済み重量2.0×279.2 = kg =

　 追加設置重量 1.0×279.2 = kg =

4) 撤去重量

W= 2.50 × 279.2kg = kg

鏡切部撤去済重量控除698kg-49.1kg = kg t

5) 存置重量

W= 設置重量 - 撤去重量

= 0.84 - 0.65 = t t

　　鏡切部（スクラップ重量 ）φ600

D= m A= m2 (余裕幅として10㎝加算)

N= 箇所

W= 0.69ｍ2 × 35.6kg/m2 × 2 箇所 = kg t

　　支保工鋼材 1)主部材重量

小計

小計

小計

合　　計

2)副部材(a)重量

= 主部材 × 22.0%

= 0.00 × 22.0% = t

3)副部材(b)重量

= 主部材 × 4.0%

= 0.00 × 4.0% = t

全支保材設置重量＝ 0.00 + 0.00 + 0.00 = t t

全支保材撤去重量＝ 0.00 + 0.00 + 0.00 = t t

558.4

279.2

0.56t

0.28t

100.0切
梁

H-300

腹
起

H-300 100.0

縦
梁

H-200 55.0

部材名 L(m) n(本) L*n(m) m当り重量(kg) 重量(t)

0.936 0.69

2

49.1 0.05

0.19 0.19

35.6

838 0.84

698

648.9 0.65

名　　　称 略 図 及 び 算 式 数　　量

7.850
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立坑F(ライナープレート立坑：円形φ2.5)

　　覆工板

1) 覆工板（既設円形覆工板φ3.0）

W= 1枚×1970㎏/枚 （参考重量） = kg t

2) 受桁

　 桁受 計 kg t

3) 円形覆工板開閉工

= 回 24 回

4) 供用日数　　

　　立坑基礎工 コンクリート基礎工

立坑面積： = m2

t= cm

V= = m3 m3

基礎砕石

立坑面積： 2.500^2 × 3.14 / 4 = m2 m2

t= 20 cm

V= 4.906 ×  0.200 = m3

　　グラウト工 注入量

= m3 m3

　　構造物取壊し工

舗装切断工 As t= 15 cm

= m m

車道 As t= 15 cm

取壊面積： = ㎡ m2

m2

As = m3 m3

As = t t

　　舗装工 八角形切断の場合の面積 ㎡

車道（仮々復旧） 1)表層工 t = 5 cm 舗装面積：= m2

A= 6.15 = m2 m2

2)上層路盤 t = 25 cm 舗装面積：= m2

A= 4.91 = m2 m2

3)下層路盤 t = 35 cm 舗装面積：= m2

A= = m2 m2

立坑追加施工2回　配管工13回　立坑撤去9回

6.15

4.906

4.91 4.91 4.91

6.15

6.15 6.15

4.906

4.91 4.91

処分

破砕殻運搬

舗装版破砕工

0.981

25日×雨休率1.4 = 35日

4.906 4.91

24

1970 1.970

名　　　称 略 図 及 び 算 式 数　　量
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立坑G(ライナープレート立坑：矩形2.421×7.602)

ライナープレート寸法 t= 2.7 mm

7.602×2.421 掘削深= m

立坑面積： = m2

1. ライナープレート式立坑及び土工

予堀掘削工

(覆工部) 掘削深　H= 先行掘削高－舗装厚=0.800-0.150 = m

掘削面積： m2 （覆工部　3.3*9.3）

0.650 × 30.690 = m3

予堀掘削合計

（合計） 19.95 + 0.00 = m3 m3

　　埋戻工

 掘削深    ： m

仮復旧厚   ： m

： m

埋戻厚   ： =

1) 砕石埋戻し（RC-40）

立坑面積： m2

V1= 18.404m2 × 2.186 = m3

覆工面積： m2

V2= = m3

合　計 = m3

●埋戻控除

1) 管（φ600mm）

管外径： m

長　　さ： m

V = = m3

2) 管防護砂 (管から10㎝を確保した幅を想定）

面　　積： m2

長　　さ： m

V = = m3

控 除 合 計 = m3

控除後合計＝砕石埋戻し－控除合計=42.07－5.27 m3 m3

5.27

36.80 36.80

0.831

0.831×0.831-(0.631×0.631×3.14)/4 0.380 0.831

7.600

2.89

42.07

0.631

7.600

2.38

18.404

40.23

30.690

(30.69-18.40)×(0.8-0.65) 1.84

3.300

0.650

基礎厚 0.464

3.3-0.65-0.464 2.186

0.650

30.690

19.95

19.95 19.95

名　　　称 略 図 及 び 算 式 数　　量

3.30

2.421×7.602 18.404
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立坑G(ライナープレート立坑：矩形2.421×7.602)

　　管防護砂

上記　防護砂の計算より

V = = m3 m3

　　残土運搬工 V = 先行掘削+立坑掘削

= 19.95 + 46.01 ＝ m3 m3

処分量

×1.2 ＝ m3

掘削土留工 掘削深　H= m (先行掘削0.8mは控除)

掘削深：0～4m 粘性土 = m m

ﾊﾞｯｸﾎｳ 砂質土 = m m

礫質土 = m m

岩盤 = m m

合計 = m

掘削深：4～12m 粘性土 = m m

ｸﾗﾑｼｪﾙ 砂質土 = m m

礫質土 = m m

岩盤 = m m

合計 = m

掘削深　H= 3.300 － 0.800 (先行掘削分控除) m

掘削面積：= m2

V= 2.500 × 18.404 = m2 m3

　　ライナープレート工 　ライナ―プレート

設置工 H= = m m

撤去工 H= = m m

存置高 H= = m m

1) 単位設置重量(1m当たり) t=2.7

合計

・補強リング（1リング当たり）H-250×250×9×14

ライナープレート2.421×7.602用

kg

754.5

1662.70

計 52.1

PL-6 10 8 80 0.137 11.0

P-6 10 8 80 0.137 11.0

P-9 13 4 52 0.137 7.1

P-10 14 12 168 0.137 23.0

ボルト t(本/枚) n(枚) t*n(本) 1組当り重量 重量(kg)

計 702.4

PL-6 2 4 8 20.8 166.4

P-6 2 4 8 16.2 129.6

P-9 2 2 4 23.6 94.4

P-10 2 6 12 26.0 312.0

2.00 2.00

0.50 0.50

プレート P(段) n(枚) P*n(枚) 1枚当り重量 重量(kg)

2.500

18.404

46.01 46.01

2.50 2.50

2.500

2.500 2.50

65.96 65.96

65.96 79.15 79.15

2.500

2.89 2.89

名　　　称 略 図 及 び 算 式 数　　量
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立坑G(ライナープレート立坑：矩形2.421×7.602)

2)ライナープレート単位重量(1m2当たり)

A= (2.421+7.602)×2×1.0 = m2

W= 754.5kg / 20.050m2 = kg/m2

3) 設置重量(ライナープレート+補強リング）

W= 2.50 × 754.5kg + = kg t

4) 撤去重量(ライナープレート+補強リング）

W= 2.00 × 754.5kg + = kg t

5) 存置重量

W= 設置重量 - 撤去重量

= 10.20 - 6.50 = t t

既設管部鏡切

φ600 4.1m/箇所（参考値） 2箇所 = m 8.2 m

　　スクラップ 　　鏡切部（スクラップ重量 ）φ800

D= m A= m2 (余裕幅として10㎝加算)

N= 箇所

W= 0.69ｍ2 × 37.6kg/m2 × 2 箇所 = kg t

　　支保工鋼材 1)主部材重量

小計

小計

小計

合　　計

2)副部材(a)重量

= 主部材 × 22.0%

= 0.00 × 22.0% = t

3)副部材(b)重量

= 主部材 × 4.0%

= 0.00 × 4.0% = t

全支保材設置重量＝ 0.00 + 0.00 + 0.00 = t t

全支保材撤去重量＝ 0.00 + 0.00 + 0.00 = t t

切
梁

H-300 2 100.0

100.0腹
起

H-300 2

重量(t)

縦
梁

H-200 8 55.0

0.936 0.69

2

51.9 0.05

部材名 L(m) n(本) L*n(m) m当り重量(kg)

8.2

3.70 3.70

20.050

37.6

5段 × 1662.7㎏ 10200 10.20

3段 × 1662.7㎏ 6497 6.50

名　　　称 略 図 及 び 算 式 数　　量
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立坑G(ライナープレート立坑：矩形2.421×7.602)

　　覆工板

1) 覆工板

A= 3 × 1 × 9枚 624㎏/枚 = m2 m2

W= 9枚 × 624㎏/枚 = kg t

2) 受桁 H-300 9.3m×2本×100㎏/m=1860kg

　 桁受 H-300 3.3m×2本×100㎏/m=660kg 計 kg t

3) 開閉工

= 回

A= 27m2 × 27.0 回 = m2 m2

4) 供用日数　　

　　立坑基礎工 コンクリート基礎工

立坑面積： 2.421×7.602 = m2

t= 15 cm

V= 18.404 ×  0.150 = m3 m3

基礎砕石

立坑面積： 2.421×7.602 = m2 m2

t= cm

V= 18.404 ×  0.314 = m3

　　グラウト工 注入量

V= = m3 m3

　　構造物取壊し工

舗装切断工 As t= 15 cm

（9.3+3.3）×2 = m m

車道 As t= 15 cm

取壊面積： 9.3×3.3 = ㎡ m2

As 0.150 × 30.690 = m3 m3

As 4.60 × 2.30 t/m3 = t t

　　舗装工

車道（仮々復旧） 1)表層工 t = 5 cm 舗装面積：= m2

A= 30.69 = m2 m2

2)上層路盤 t = 25 cm 舗装面積：= m2

A= 30.69 = m2 m2

3)下層路盤 t = 35 cm 舗装面積：= m2

A= = m2 m2

30.69 30.69

30.69

30.69 30.69 30.69

30.69

30.69 30.69

30.69

破砕殻運搬 4.60 4.60

処分 10.58 10.58

30.69 30.69

舗装版破砕工

5.779

{2×(7.602+0.09)+2×(2.421+0.09}×0.09×2.500 4.591 4.59

25.20 25.20

18.404

2.761 2.76

18.404 18.40

31.4

立坑築造4回、配管工13回、立坑撤去10回 27

729 729

25日×雨休率1.4 = 35日

5616 5.616

2520 2.520

名　　　称 略 図 及 び 算 式 数　　量

27 27
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立坑H(ライナープレート立坑：円形φ2.5)

ライナープレート寸法 t= 2.7 mm

φ2.500 掘削深= m

立坑面積： = m2

1. ライナープレート式立坑及び土工

予堀掘削工

(覆工部) 掘削深　H= 先行掘削高－舗装厚 = m

掘削面積： m2

= m3

予堀掘削合計

（合計） = m3 m3

　　埋戻工

 掘削深    ： m

仮復旧厚   ： m

： m

埋戻厚   ： =

1) 砕石埋戻し（RC-40）

立坑面積： m2

V1= 4.906m2 × 1.150 = m3

覆工面積： m2

V2= = m3

合　計 = m3

●埋戻控除

1) 管（φ600mm）

管外径： m

長　　さ： m

V = = m3

2) 管防護砂 (管から10㎝を確保した幅を想定）

面　　積： m2

長　　さ： m

V = = m3

3)防護コンクリート

控 除 合 計 = m3

控除後合計＝砕石埋戻し－控除合計=5.64－1.73 m3 m3

名　　　称 略 図 及 び 算 式 数　　量

2.000

2.500^2 × 3.14 / 4 4.906

2.000

0.650

基礎厚 0.200

2-0.65-0.2 1.150

4.906

5.64

5.64

0.631

2.500

0.78

0.831

0.831×0.831-(0.631×0.631×3.14)/4 0.380 0.831

2.500

0.95

1.73

3.91 3.91
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立坑H(ライナープレート立坑：円形φ2.5)

　　管防護砂

上記　防護砂の計算より

V = = m3 m3

　　残土運搬工 V = 先行掘削+立坑掘削

= ＝ m3 m3

処分量

＝

掘削土留工 掘削深　H= m

掘削深：0～4m 粘性土 = m m

ﾊﾞｯｸﾎｳ 砂質土 = m m

礫質土 = m m

岩盤 = m m

合計 = m

掘削深：4～12m 粘性土 = m m

ｸﾗﾑｼｪﾙ 砂質土 = m m

礫質土 = m m

岩盤 = m m

合計 = m

掘削深　H= m

掘削面積：= m2

V= = m2 m3

　　ライナープレート工 　ライナ―プレート

設置済高さ H= = m m

撤去工 H= = m m

存置高 H= = m m

1) 単位重量(1m当たり) t=2.7

合計

名　　　称 略 図 及 び 算 式 数　　量

0.95 0.95

2.00 2.00

2.00 2.00

プレート P(段) n(枚) P*n(枚) 1枚当り重量 重量(kg)

P-10 2 5 10 26.0 260.0

P-8 21.1

計 260.0

ボルト t(本/枚) n(枚) t*n(本) 1組当り重量 重量(kg)

P-10 14 10 140 0.137 19.2

P-8 0.137

計 19.2

279.2
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立坑H(ライナープレート立坑：円形φ2.5)

2) 単位重量(1m2当たり)

A= ( 2.500 × 3.14 ) × 1.000 = m2

W= 279.2kg / 7.850m2 = kg/m2

3) 設置済重量

W= 2.00 × 279.2kg = kg t

4) 撤去重量

W= 2.00 × 279.2kg = kg t

5) 存置重量

W= 設置重量 - 撤去重量

= 0.56 - 0.56 = t t

　　スクラップ 　　鏡切部（スクラップ重量 ）φ600

D= m A= m2

N= 箇所

W= = kg t

　　支保工鋼材 1)主部材重量

小計

小計

小計

合　　計

2)副部材(a)重量

= 主部材 × 22.0%

= 0.00 × 22.0% = t

3)副部材(b)重量

= 主部材 × 4.0%

= 0.00 × 4.0% = t

全支保材設置重量＝ 0.00 + 0.00 + 0.00 = t t

全支保材撤去重量＝ 0.00 + 0.00 + 0.00 = t t

名　　　称 略 図 及 び 算 式 数　　量

7.850

35.6

558 0.56

558 0.56

部材名 L(m) n(本) L*n(m) m当り重量(kg) 重量(t)

縦
梁

H-200 55.0

腹
起

H-300 100.0

切
梁

H-300 100.0
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立坑H(ライナープレート立坑：円形φ2.5)

　　覆工板

1) 覆工板（既設円形覆工板φ3.0）

W= 1枚×1970㎏/枚 （参考重量） = kg t

2) 受桁

　 桁受 計 kg t

3) 円形覆工板開閉工

= 回 16 回

4) 供用日数　　

　　立坑基礎工 コンクリート基礎工

立坑面積： = m2

t= cm

V= = m3 m3

基礎砕石

立坑面積： = m2 m2

t= cm

V= = m3

　　グラウト工 注入量

V= = m3 m3

　　構造物取壊し工

舗装切断工 As t= 15 cm

= m m

車道 As t= 15 cm

取壊面積： × 3.3 = ㎡ m2

m2

As = m3 m3

As = t t

　　舗装工 八角形切断の場合の面積 ㎡

車道（仮々復旧） 1)表層工 t = 5 cm 舗装面積：= m2

A= 6.15 = m2 m2

2)上層路盤 t = 25 cm 舗装面積：= m2

A= 4.91 = m2 m2

3)下層路盤 t = 35 cm 舗装面積：= m2

A= = m2 m2

名　　　称 略 図 及 び 算 式 数　　量

1970 1.970

配管工9回　立坑撤去7回 16

25日×雨休率1.4 = 35日

舗装版破砕工

破砕殻運搬

処分

6.15

6.15 6.15

4.906

4.91 4.91

4.906

7.065 4.91 4.91

6.15
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立坑I(ライナープレート立坑：円形φ2.5)

ライナープレート寸法 t= 2.7 mm

φ2.500 掘削深= m

立坑面積： = m2

1. ライナープレート式立坑及び土工

予堀掘削工

(覆工部) 掘削深　H= 先行掘削高－舗装厚 = m

掘削面積： m2

= m3

予堀掘削合計

（合計） = m3 m3

　　埋戻工

 掘削深    ： m

仮復旧厚   ： m

： m

埋戻厚   ： =

1) 砕石埋戻し（RC-40）

立坑面積： m2

V1= 4.906m2 × 2.150 = m3

覆工面積： m2

V2= = m3

合　計 = m3

●埋戻控除

1) 管（φ600mm）

管外径： m

長　　さ： m

V = = m3

2) 管防護砂 (管から10㎝を確保した幅を想定）

面　　積： m2

長　　さ： m

V = = m3

3)防護コンクリート

控 除 合 計 = m3

控除後合計＝砕石埋戻し－控除合計=10.55－1.73 m3 m3

1.73

8.82 8.82

0.95

0.831

0.831×0.831-(0.631×0.631×3.14)/4 0.380 0.831

2.500

10.55

0.631

2.500

0.78

4.906

10.55

3.000

0.650

基礎厚 0.200

3-0.65-0.2 2.150

名　　　称 略 図 及 び 算 式 数　　量

3.000

2.500^2 × 3.14 / 4 4.906
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立坑I(ライナープレート立坑：円形φ2.5)

　　管防護砂

上記　防護砂の計算より

V = = m3 m3

　　残土運搬工 V = 先行掘削+立坑掘削

= ＝ m3 m3

処分量

＝

掘削土留工 掘削深　H= m

掘削深：0～4m 粘性土 = m m

ﾊﾞｯｸﾎｳ 砂質土 = m m

礫質土 = m m

岩盤 = m m

合計 = m

掘削深：4～12m 粘性土 = m m

ｸﾗﾑｼｪﾙ 砂質土 = m m

礫質土 = m m

岩盤 = m m

合計 = m

掘削深　H= m

掘削面積：= m2

V= = m2 m3

　　ライナープレート工 　ライナ―プレート

設置済高さ H= = m m

撤去工 H= = m m

存置高 H= = m m

1) 単位重量(1m当たり) t=2.7

合計 279.2

計 19.2

P-8 0.137

P-10 14 10 140 0.137 19.2

ボルト t(本/枚) n(枚) t*n(本) 1組当り重量 重量(kg)

計 260.0

P-8 21.1

P-10 2 5 10 26.0 260.0

0.50 0.50

プレート P(段) n(枚) P*n(枚) 1枚当り重量 重量(kg)

3.00 3.00

2.50 2.50

0.95 0.95

名　　　称 略 図 及 び 算 式 数　　量
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立坑I(ライナープレート立坑：円形φ2.5)

2) 単位重量(1m2当たり)

A= ( 2.500 × 3.14 ) × 1.000 = m2

W= 279.2kg / 7.850m2 = kg/m2

3) 設置済重量

W= 3.00 × 279.2kg = kg t

4) 撤去重量

W= 2.50 × 279.2kg = kg t

5) 存置重量

W= 設置重量 - 撤去重量

= 0.84 - 0.70 = t t

　　スクラップ 　　鏡切部（スクラップ重量 ）φ600

D= m A= m2

N= 箇所

W= = kg t

　　支保工鋼材 1)主部材重量

小計

小計

小計

合　　計

2)副部材(a)重量

= 主部材 × 22.0%

= 0.00 × 22.0% = t

3)副部材(b)重量

= 主部材 × 4.0%

= 0.00 × 4.0% = t

全支保材設置重量＝ 0.00 + 0.00 + 0.00 = t t

全支保材撤去重量＝ 0.00 + 0.00 + 0.00 = t t

100.0切
梁

H-300

腹
起

H-300 100.0

縦
梁

H-200 55.0

部材名 L(m) n(本) L*n(m) m当り重量(kg) 重量(t)

0.14 0.14

35.6

838 0.84

698 0.70

名　　　称 略 図 及 び 算 式 数　　量

7.850
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立坑I(ライナープレート立坑：円形φ2.5)

　　覆工板

1) 覆工板（既設円形覆工板φ3.0）

W= 1枚×1970㎏/枚 （参考重量） = kg t

2) 受桁

　 桁受 計 kg t

3) 円形覆工板開閉工

= 回 18 回

4) 供用日数　　

　　立坑基礎工 コンクリート基礎工

立坑面積： = m2

t= cm

V= = m3 m3

基礎砕石

立坑面積： = m2 m2

t= cm

V= = m3

　　グラウト工 注入量

V= = m3 m3

　　構造物取壊し工

舗装切断工 As t= 15 cm

= m m

車道 As t= 15 cm

取壊面積： × 3.3 = ㎡ m2

m2

As = m3 m3

As = t t

　　舗装工 八角形切断の場合の面積 ㎡

車道（仮々復旧） 1)表層工 t = 5 cm 舗装面積：= m2

A= 6.15 = m2 m2

2)上層路盤 t = 25 cm 舗装面積：= m2

A= 4.91 = m2 m2

3)下層路盤 t = 35 cm 舗装面積：= m2

A= = m2 m2

配管工9回　立坑撤去9回

7.065 4.91 4.91

6.15

6.15

6.15 6.15

4.906

4.91 4.91

4.906

処分

破砕殻運搬

舗装版破砕工

25日×雨休率1.4 = 35日

18

1970 1.970

名　　　称 略 図 及 び 算 式 数　　量



ライナープレート撤去重量と運搬

重量（ｔ）

④

0.2

2421*7602 6.5

計 6.7

（A)

○運搬車輌の選定

運搬回数

2t積（A÷積載重量(2.0)）

4t積（A÷積載重量(3.0)）

③

4

3 ←

資料 － １

ライナープレート規格

鏡切

ライナープレート（購入品）

運搬車輌規格

平均積載量

（ｔ）

ｸﾚｰﾝ装置付【２ｔ】積み2t吊り 1.7

ｸﾚｰﾝ装置付【４ｔ】積み2.9t吊り 2.2



薬液注入工数量総括表

底盤 側壁 坑口 底盤 側壁 底盤 側壁 底盤 側壁 底盤 側壁

薬液注入工

二重管ストレーナー（単相)

改良面積 m
2

20.60 47.12 1.66 7.07 31.40 18.40 39.07 4.90 18.84 18.40 39.07 246.53 ㎡

施工本数 本 21 48 2 8 32 19 40 5 19 19 40 253.00 本 ①

注入材料

1本当り注入量 l 588.57 3483.47 1094.00 581.76 3175.91 581.05 1268.81 580.60 1756.58 406.74 902.53

全注入量 kl 12.36 167.21 2.19 4.65 101.63 11.04 50.75 2.90 33.38 7.73 36.10 429.94 Kℓ ②

削孔長 1.70 Kℓ/本 ②/①

1本当り 粘性土 m 5.80 5.8 3.6 4.817 4.817 2.90 2.90 3.40 3.40

砂質土 m 5.20 5.20 5.126 5.20 5.20 1.90 1.90 2.60 2.60

礫質土 m 4.80 4.80

1本当り施工時間 分 113.90 259.73 125.64 107.62 238.71 73.98 108.59 81.86 141.19 81.60 105.54

1日当り施工本数 本 13.27 5.82 12.03 14.05 6.33 20.44 13.92 18.47 10.71 18.53 14.33

施工日数 日 1.6 8.2 0.2 0.6 5.1 0.9 2.9 0.3 1.8 1.0 2.8 ③

①/③

摘 要
合計

立坑A 立坑B 立坑C工 種 種 別 細 目 単 位 立坑D 立坑G

25.4日

(1本当たり平均注入量)

1日当たり平均施工本数

9.96本



形状・寸法 単位 数量

立坑A 二重管ストレーナー工法単相式 

推進発進立坑

注入平面積 　※ 薬液注入工計画図（図面番号15）より 立坑A底盤部

= 20.60 m2 20.60

注入本数

20.6/1.00 = 21 本 21

注入条件
粘性土(1)
N値0～4

粘性土(2)
N値4～8

砂質土(1)
N値0～10

砂質土(2)
N値10～30 合計

注入土被り 3.60 0.20 5.20 9.00

注入長 2.00 2.00

削孔長 3.60 2.20 5.20 11.00

注入率 38.50 30.00 40.00

削孔単位時間 4.0 (min/m) 4.0 (min/m) 5.0 (min/m) 5.0 (min/m)

全注入量 注入平面積(m2) × 注入長(m) × 注入率(%) × 1000(l/m3)

粘性土(1) = 664

粘性土(2) 20.6　×　2　×　0.3　×　1000 = 12360 l 336

砂質土(1) = 4078

砂質土(2)

12360/1000 = 12.360 kl 12.36

1本当注入量 全注入量( l ) / 注入本数(本) × 注入比率

粘性土(1) = 132.80

粘性土(2) 12360　/　21 = 588.57 67.20

砂質土(1) = 815.60

砂質土(2)

合計     = 588.57 l 588.57

1本当施工時間 機械準備

時間 min 14.00

削孔時間

粘性土(1) 3.6 　×　 4 = 14.40 18.28

粘性土(2) 2.2 　×　 4 = 8.80 0.96

砂質土(1) 5.2 　×　 5 = 26.00 20.00

砂質土(2)

合計     = 49.20 min 49.20

注入時間

588.57  /  18 = 32.70 min 32.70

土被り部

引抜時間 9.00  ×  2 = 18.00 min 18.00

合計 = 113.9 min 113.90

1日当施工本数

 60 × 6.3 /113.9 × 4 = 13.27 本 13.27

薬液注入工　(立坑A　推進用発進立坑　底盤)

名   　　称 計　　算　　式

単位時間当たり注入量 18.00 (l/min)

土被り部引抜の単位作業時間2.00 (min/m)

セット数= 4.00 セット 1日当実作業時間= 6.30 h/日

14.00 + 49.20 + 32.70 + 18.00



形状・寸法 単位 数量

立坑A　 二重管ストレーナー工法単相式 

推進発進立坑

注入平面積 　※ 薬液注入工計画図（図面番号15）より 立坑A側壁部

= 47.12 m2 47.12

注入本数

47.12/1.00 = 48 本 48

注入条件
粘性土(1)
N値0～4

粘性土(2)
N値4～8

砂質土(1)
N値0～10

砂質土(2)
N値10～30 合計

注入土被り 1.50 1.50

注入長 2.10 2.20 5.20 9.50

削孔長 3.60 2.20 5.20 11.00

注入率 38.50 30.00 40.00

削孔単位時間 4.0 (min/m) 4.0 (min/m) 5.0 (min/m) 5.0 (min/m)

全注入量 注入平面積(m2) × 注入長(m) × 注入率(%) × 1000(l/m3)

粘性土(1) 47.12　×　2.1　×　0.385　×　1000 = 38097 l 664

粘性土(2) 47.12　×　2.2　×　0.3　×　1000 = 31099 l 336

砂質土(1) 47.12　×　5.2　×　0.4　×　1000 = 98010 l 4078

砂質土(2)

167206/1000 = 167.206 kl 167.21

1本当注入量 全注入量( l ) / 注入本数(本) × 注入比率

粘性土(1) 38097　/　48 = 793.69 132.80

粘性土(2) 31099　/　48 = 647.90 67.20

砂質土(1) 98010　/　48 = 2041.88 815.60

砂質土(2)

合計     = 3483.47 l 3483.47

1本当施工時間 機械準備

時間 min 14.00

削孔時間

粘性土(1) 3.6 　×　 4 = 14.40 18.28

粘性土(2) 2.2 　×　 4 = 8.80 0.96

砂質土(1) 5.2 　×　 5 = 26.00 20.00

砂質土(2)

合計     = 49.20 min 49.20

注入時間

3483.47  /  18 = 193.53 min 193.53

土被り部

引抜時間 1.50  ×  2 = 3.00 min 3.00

合計 = 259.73 min 259.73

1日当施工本数

 60 × 6.3 /259.73 × 4 = 5.82 本 5.82

セット数= 4.00 セット 1日当実作業時間= 6.30 h/日

薬液注入工　(立坑A　推進用発進立坑　側壁部)

名   　　称 計　　算　　式

単位時間当たり注入量 18.00 (l/min)

土被り部引抜の単位作業時間2.00 (min/m)

14.00 + 49.20 + 193.53 + 3.00



形状・寸法 単位 数量

立坑A　 二重管ストレーナー工法単相式 

推進発進立坑

注入平面積 　※ 薬液注入工計画図（図面番号15）より 立坑A坑口部

= 1.66 m2 1.66

注入本数

1.66/1.00 = 2 本 2

注入条件
粘性土(1)
N値0～4

粘性土(2)
N値4～8

砂質土(1)
N値0～10

砂質土(2)
N値10～30 合計

注入土被り 3.10 2.313 5.413

注入長 0.50 2.813 3.313

削孔長 3.60 5.126 8.726

注入率 38.50 30.00 40.00

削孔単位時間 4.0 (min/m) 4.0 (min/m) 5.0 (min/m) 5.0 (min/m)

全注入量 注入平面積(m2) × 注入長(m) × 注入率(%) × 1000(l/m3)

粘性土(1) 1.66　×　0.5　×　0.385　×　1000 = 320 l 664

粘性土(2) = 336

砂質土(1) 1.66　×　2.813　×　0.4　×　1000 = 1868 l 4078

砂質土(2)

2188/1000 = 2.188 kl 2.19

1本当注入量 全注入量( l ) / 注入本数(本) × 注入比率

粘性土(1) 320　/　2 = 160.00 132.80

粘性土(2) = 67.20

砂質土(1) 1868　/　2 = 934.00 815.60

砂質土(2)

合計     = 1094.00 l 1094.00

1本当施工時間 機械準備

時間 min 14.00

削孔時間

粘性土(1) 3.6 　×　 4 = 14.40 18.28

粘性土(2) = 0.96

砂質土(1) 5.126 　×　 5 = 25.63 20.00

砂質土(2)

合計     = 40.03 min 40.03

注入時間

1094  /  18 = 60.78 min 60.78

土被り部

引抜時間 5.413  ×  2 = 10.83 min 10.83

合計 = 125.64 min 125.64

1日当施工本数

 60 × 6.3 /125.64 × 4 = 12.03 本 12.03

セット数= 4.00 セット 1日当実作業時間= 6.30 h/日

薬液注入工　(立坑A　推進用発進立坑　坑口部)

名   　　称 計　　算　　式

単位時間当たり注入量 18.00 (l/min)

土被り部引抜の単位作業時間2.00 (min/m)

14.00 + 40.03 + 60.78 + 10.83



形状・寸法 単位 数量

立坑B 二重管ストレーナー工法単相式 

推進到達立坑

注入平面積 　※ 薬液注入工計画図（図面番号16）より 立坑B底盤部

= 7.07 m2 7.07

注入本数

7.07/1.00 = 8 本 8

注入条件
粘性土(1)
N値0～4

粘性土(2)
N値4～8

砂質土(1)
N値0～10

砂質土(2)
N値10～30 合計

注入土被り 3.40 4.617 8.017

注入長 1.417 0.583 2.00

削孔長 3.40 1.417 5.20 10.017

注入率 38.50 30.00 40.00

削孔単位時間 4.0 (min/m) 4.0 (min/m) 5.0 (min/m) 5.0 (min/m)

全注入量 注入平面積(m2) × 注入長(m) × 注入率(%) × 1000(l/m3)

粘性土(1) = l 664

粘性土(2) 7.07　×　1.417　×　0.3　×　1000 = 3005 l 336

砂質土(1) 7.07　×　0.583　×　0.4　×　1000 = 1649 l 4078

砂質土(2)

4654/1000 = 4.654 kl 4.65

1本当注入量 全注入量( l ) / 注入本数(本) × 注入比率

粘性土(1) = 132.80

粘性土(2) 3005　/　8 = 375.63 67.20

砂質土(1) 1649　/　8 = 206.13 815.60

砂質土(2)

合計     = 581.76 l 581.76

1本当施工時間 機械準備

時間 min 14.00

削孔時間

粘性土(1) 3.4 　×　 4 = 13.60 18.28

粘性土(2) 1.417 　×　 4 = 5.67 0.96

砂質土(1) 5.2 　×　 5 = 26.00 20.00

砂質土(2)

合計     = 45.27 min 45.27

注入時間

581.76  /  18 = 32.32 min 32.32

土被り部

引抜時間 8.017  ×  2 = 16.03 min 16.03

合計 = 107.62 min 107.62

1日当施工本数

 60 × 6.3 /107.62 × 4 = 14.05 本 14.05

セット数= 4.00 セット 1日当実作業時間= 6.30 h/日

薬液注入工　(立坑B　推進用到達立坑　底盤部)

名   　　称 計　　算　　式

単位時間当たり注入量 18.00 (l/min)

土被り部引抜の単位作業時間2.00 (min/m)

14.00 + 45.27 + 32.32 + 16.03



形状・寸法 単位 数量

立坑B 二重管ストレーナー工法単相式 

推進到達立坑

注入平面積 　※ 薬液注入工計画図（図面番号16）より 立坑B側壁部

31.40 m2 31.40

注入本数

31.4/1.00 = 32 本 32

注入条件
粘性土(1)
N値0～4

粘性土(2)
N値4～8

砂質土(1)
N値0～10

砂質土(2)
N値10～30 合計

注入土被り 1.50 1.500

注入長 1.90 1.417 5.20 8.517

削孔長 3.40 1.417 5.20 10.017

注入率 38.50 30.00 40.00

削孔単位時間 4.0 (min/m) 4.0 (min/m) 5.0 (min/m) 5.0 (min/m)

全注入量 注入平面積(m2) × 注入長(m) × 注入率(%) × 1000(l/m3)

粘性土(1) 31.4　×　1.9　×　0.385　×　1000 = 22969 l 664

粘性土(2) 31.4　×　1.417　×　0.3　×　1000 = 13348 l 336

砂質土(1) 31.4　×　5.2　×　0.4　×　1000 = 65312 l 4078

砂質土(2)

101629/1000 = 101.629 kl 101.63

1本当注入量 全注入量( l ) / 注入本数(本) × 注入比率

粘性土(1) 22969　/　32 = 717.78 132.80

粘性土(2) 13348　/　32 = 417.13 67.20

砂質土(1) 65312　/　32 = 2041.00 815.60

砂質土(2)

合計     = 3175.91 l 3175.91

1本当施工時間 機械準備

時間 min 14.00

削孔時間

粘性土(1) 3.4 　×　 4 = 13.60 18.28

粘性土(2) 1.417 　×　 4 = 5.67 0.96

砂質土(1) 5.2 　×　 5 = 26.00 20.00

砂質土(2)

合計     = 45.27 min 45.27

注入時間

3175.91  /  18 = 176.44 min 176.44

土被り部

引抜時間 1.500  ×  2 = 3.00 min 3.00

合計 = 238.71 min 238.71

1日当施工本数

 60 × 6.3 /238.71 × 4 = 6.33 本 6.33

セット数= 4.00 セット 1日当実作業時間= 6.30 h/日

薬液注入工　(立坑B　推進用到達立坑　側壁部)

名   　　称 計　　算　　式

単位時間当たり注入量 18.00 (l/min)

土被り部引抜の単位作業時間2.00 (min/m)

14.00 + 45.27 + 176.44 + 3.00



形状・寸法 単位 数量

立坑C 二重管ストレーナー工法単相式 

管更生発進立坑

注入平面積 　※ 薬液注入工計画図（図面番号20）より

立坑C底盤部 = 18.40 m2 18.40

注入本数

18.4/1.00 = 19 本 19

注入条件
粘性土(1)
N値0～4

粘性土(2)
N値4～8

砂質土(1)
N値0～10

砂質土(2)
N値10～30 合計

注入土被り 2.90 0.40 3.30

注入長 1.50 1.50

削孔長 2.90 1.90 4.80

注入率 38.50 30.00 40.00

削孔単位時間 4.0 (min/m) 4.0 (min/m) 5.0 (min/m) 5.0 (min/m)

全注入量 注入平面積(m2) × 注入長(m) × 注入率(%) × 1000(l/m3)

粘性土(1) = 664

粘性土(2) = 336

砂質土(1) 18.4　×　1.5　×　0.4　×　1000 = 11040 l 4078

砂質土(2)

11040/1000 = 11.040 kl 11.04

1本当注入量 全注入量( l ) / 注入本数(本) × 注入比率

粘性土(1) = 132.80

粘性土(2) = 67.20

砂質土(1) 11040　/　19 = 581.05 815.60

砂質土(2)

合計     = 581.05 l 581.05

1本当施工時間 機械準備

時間 min 14.00

削孔時間

粘性土(1) 2.9 　×　 4 = 11.60 18.28

粘性土(2) = 0.96

砂質土(1) 1.9 　×　 5 = 9.50 20.00

砂質土(2)

合計     = 21.10 min 21.10

注入時間

581.05  /  18 = 32.28 min 32.28

土被り部

引抜時間 3.30  ×  2 = 6.60 min 6.60

合計 = 73.98 min 73.98

1日当施工本数

 60 × 6.3 /73.98 × 4 = 20.44 本 20.44

セット数= 4.00 セット 1日当実作業時間= 6.30 h/日

薬液注入工　(立坑C　管更生発進立坑　底盤)

名   　　称 計　　算　　式

単位時間当たり注入量 18.00 (l/min)

土被り部引抜の単位作業時間2.00 (min/m)

14.00 + 21.10 + 32.28 + 6.60



形状・寸法 単位 数量

立坑C 二重管ストレーナー工法単相式 

管更生発進立坑

注入平面積 　※ 薬液注入工計画図（図面番号20）より

立坑C側壁部 = 39.07 m2 39.07

注入本数

39.07/1.00 = 40 本 40

注入条件
粘性土(1)
N値0～4

粘性土(2)
N値4～8

砂質土(1)
N値0～10

砂質土(2)
N値10～30 合計

注入土被り 1.50 1.50

注入長 1.40 1.90 3.30

削孔長 2.90 1.90 4.80

注入率 38.50 30.00 40.00

削孔単位時間 4.0 (min/m) 4.0 (min/m) 5.0 (min/m) 5.0 (min/m)

全注入量 注入平面積(m2) × 注入長(m) × 注入率(%) × 1000(l/m3)

粘性土(1) 39.07　×　1.4　×　0.385　×　1000 = 21059 l 664

粘性土(2) = l 336

砂質土(1) 39.07　×　1.9　×　0.4　×　1000 = 29693 l 4078

砂質土(2)

50752/1000 = 50.752 kl 50.75

1本当注入量 全注入量( l ) / 注入本数(本) × 注入比率

粘性土(1) 21059　/　40 = 526.48 132.80

粘性土(2) = 67.20

砂質土(1) 29693　/　40 = 742.33 815.60

砂質土(2)

合計     = 1268.81 l 1268.81

1本当施工時間 機械準備

時間 min 14.00

削孔時間

粘性土(1) 2.9 　×　 4 = 11.60 18.28

粘性土(2) = 0.96

砂質土(1) 1.9 　×　 5 = 9.50 20.00

砂質土(2)

合計     = 21.10 min 21.10

注入時間

1268.81  /  18 = 70.49 min 70.49

土被り部

引抜時間 1.50  ×  2 = 3.00 min 3.00

合計 = 108.59 min 108.59

1日当施工本数

 60 × 6.3 /108.59 × 4 = 13.92 本 13.92

セット数= 4.00 セット 1日当実作業時間= 6.30 h/日

薬液注入工　(立坑C　管更生発進立坑　側壁部)

名   　　称 計　　算　　式

単位時間当たり注入量 18.00 (l/min)

土被り部引抜の単位作業時間2.00 (min/m)

14.00 + 21.10 + 70.49 + 3.00



形状・寸法 単位 数量

立坑D 二重管ストレーナー工法単相式 

管更生到達立坑

注入平面積 　※ 薬液注入工計画図（図面番号21）より

立坑D底盤 = 4.90 m2 4.90

注入本数

4.9/1.00 = 5 本 5

注入条件
粘性土(1)
N値0～4

粘性土(2)
N値4～8

砂質土(1)
N値0～10

砂質土(2)
N値10～30 合計

注入土被り 2.90 1.60 4.50

注入長 0.50 1.00 1.50

削孔長 3.40 2.60 6.00

注入率 38.50 30.00 40.00

削孔単位時間 4.0 (min/m) 4.0 (min/m) 5.0 (min/m) 5.0 (min/m)

全注入量 注入平面積(m2) × 注入長(m) × 注入率(%) × 1000(l/m3)

粘性土(1) 4.9　×　0.5　×　0.385　×　1000 = 943 l 664

粘性土(2) = l 336

砂質土(1) 4.9　×　1　×　0.4　×　1000 = 1960 l 4078

砂質土(2)

2903/1000 = 2.903 kl 2.90

1本当注入量 全注入量( l ) / 注入本数(本) × 注入比率

粘性土(1) 943　/　5 = 188.60 132.80

粘性土(2) = 67.20

砂質土(1) 1960　/　5 = 392.00 815.60

砂質土(2)

合計     = 580.60 l 580.60

1本当施工時間 機械準備

時間 min 14.00

削孔時間

粘性土(1) 3.4 　×　 4 = 13.60 18.28

粘性土(2) = 0.96

砂質土(1) 2.6 　×　 5 = 13.00 20.00

砂質土(2)

合計     = 26.60 min 26.60

注入時間

580.6  /  18 = 32.26 min 32.26

土被り部

引抜時間 4.50  ×  2 = 9.00 min 9.00

合計 = 81.86 min 81.86

1日当施工本数

 60 × 6.3 /81.86 × 4 = 18.47 本 18.47

セット数= 4.00 セット 1日当実作業時間= 6.30 h/日

薬液注入工　(立坑D　管更生到達立坑　底盤部)

名   　　称 計　　算　　式

単位時間当たり注入量 18.00 (l/min)

土被り部引抜の単位作業時間2.00 (min/m)

14.00 + 26.60 + 32.26 + 9.00



形状・寸法 単位 数量

立坑D 二重管ストレーナー工法単相式 

管更生到達立坑

注入平面積 　※ 薬液注入工計画図（図面番号21）より

立坑D側壁 = 18.84 m2 18.84

注入本数

18.84/1.00 = 19 本 19

注入条件
粘性土(1)
N値0～4

粘性土(2)
N値4～8

砂質土(1)
N値0～10

砂質土(2)
N値10～30 合計

注入土被り 1.50 1.50

注入長 1.90 2.60 4.50

削孔長 3.40 2.60 6.00

注入率 38.50 30.00 40.00

削孔単位時間 4.0 (min/m) 4.0 (min/m) 5.0 (min/m) 5.0 (min/m)

全注入量 注入平面積(m2) × 注入長(m) × 注入率(%) × 1000(l/m3)

粘性土(1) 18.84　×　1.9　×　0.385　×　1000 = 13781 l 664

粘性土(2) = l 336

砂質土(1) 18.84　×　2.6　×　0.4　×　1000 = 19594 l 4078

砂質土(2)

33375/1000 = 33.375 kl 33.38

1本当注入量 全注入量( l ) / 注入本数(本) × 注入比率

粘性土(1) 13781　/　19 = 725.32 132.80

粘性土(2) = 67.20

砂質土(1) 19594　/　19 = 1031.26 815.60

砂質土(2)

合計     = 1756.58 l 1756.58

1本当施工時間 機械準備

時間 min 14.00

削孔時間

粘性土(1) 3.4 　×　 4 = 13.60 18.28

粘性土(2) = 0.96

砂質土(1) 2.6 　×　 5 = 13.00 20.00

砂質土(2)

合計     = 26.60 min 26.60

注入時間

1756.58  /  18 = 97.59 min 97.59

土被り部

引抜時間 1.50  ×  2 = 3.00 min 3.00

合計 = 141.19 min 141.19

1日当施工本数

 60 × 6.3 /141.19 × 4 = 10.71 本 10.71

セット数= 4.00 セット 1日当実作業時間= 6.30 h/日

薬液注入工　(立坑D　管更生到達立坑　側壁部)

名   　　称 計　　算　　式

単位時間当たり注入量 18.00 (l/min)

土被り部引抜の単位作業時間2.00 (min/m)

14.00 + 26.60 + 97.59 + 3.00



形状・寸法 単位 数量

立坑G 二重管ストレーナー工法単相式 

注入平面積 　※ 薬液注入工計画図（図面番号20）より

立坑G底盤 = 18.40 m2 18.40

注入本数

18.4/1.00 = 19 本 19

注入条件
粘性土(1)
N値0～4

粘性土(2)
N値4～8

砂質土(1)
N値0～10

砂礫土
N値30～50 合計

注入土被り 3.30 3.30

注入長 1.50 1.50

削孔長 4.80 4.80

注入率 38.50 30.00 40.00 28.00

削孔単位時間 4.0 (min/m) 4.0 (min/m) 5.0 (min/m) 8.0 (min/m)

全注入量 注入平面積(m2) × 注入長(m) × 注入率(%) × 1000(l/m3)

粘性土(1) = l 664

粘性土(2) = l 336

砂質土(1) = l 4078

砂礫土　 18.4　×　1.5　×　0.28　×　1000 = 7728

7728/1000 = 7.728 kl 7.73

1本当注入量 全注入量( l ) / 注入本数(本) × 注入比率

粘性土(1) = 132.80

粘性土(2) = 67.20

砂質土(1) = 815.60

砂礫土　 7728　/　19 = 406.74

合計     = 406.74 l 406.74

1本当施工時間 機械準備

時間 min 14.00

削孔時間

粘性土(1) = 18.28

粘性土(2) = 0.96

砂質土(1) = 20.00

砂礫土　 4.8 　×　 8 = 38.40

合計     = 38.40 min 38.40

注入時間

406.74  /  18 = 22.60 min 22.60

土被り部

引抜時間 3.30  ×  2 = 6.60 min 6.60

合計 = 81.60 min 81.60

1日当施工本数

 60 × 6.3 /81.6 × 4 = 18.53 本 18.53

セット数= 4.00 セット 1日当実作業時間= 6.30 h/日

薬液注入工　(立坑G　既設管内配管工用発進立坑　底盤部)

名   　　称 計　　算　　式

単位時間当たり注入量 18.00 (l/min)

土被り部引抜の単位作業時間2.00 (min/m)

14.00 + 38.40 + 22.60 + 6.60



形状・寸法 単位 数量

立坑G 二重管ストレーナー工法単相式 

注入平面積 　※ 薬液注入工計画図（図面番号20）より

立坑G側壁 = 39.07 m2 39.07

注入本数

39.07/1.00 = 40 本 40

注入条件
粘性土(1)
N値0～4

粘性土(2)
N値4～8

砂質土(1)
N値0～10

砂礫土
N値30～50 合計

注入土被り 1.50 1.50

注入長 3.30 3.30

削孔長 4.80 4.80

注入率 38.50 30.00 40.00 28.00

削孔単位時間 4.0 (min/m) 4.0 (min/m) 5.0 (min/m) 8.0 (min/m)

全注入量 注入平面積(m2) × 注入長(m) × 注入率(%) × 1000(l/m3)

粘性土(1) = l 664

粘性土(2) = l 336

砂質土(1) = l 4078

砂礫土　 39.07　×　3.3　×　0.28　×　1000 = 36101

36101/1000 = 36.101 kl 36.10

1本当注入量 全注入量( l ) / 注入本数(本) × 注入比率

粘性土(1) = 132.80

粘性土(2) = 67.20

砂質土(1) = 815.60

砂礫土　 36101　/　40 = 902.53

合計     = 902.53 l 902.53

1本当施工時間 機械準備

時間 min 14.00

削孔時間

粘性土(1) = 18.28

粘性土(2) = 0.96

砂質土(1) = 20.00

砂礫土　 4.8 　×　 8 = 38.40

合計     = 38.40 min 38.40

注入時間

902.53  /  18 = 50.14 min 50.14

土被り部

引抜時間 1.50  ×  2 = 3.00 min 3.00

合計 = 105.54 min 105.54

1日当施工本数

 60 × 6.3 /105.54 × 4 = 14.33 本 14.33

セット数= 4.00 セット 1日当実作業時間= 6.30 h/日

薬液注入工　(立坑G　既設管内配管工用発進立坑　側壁部)

名   　　称 計　　算　　式

単位時間当たり注入量 18.00 (l/min)

土被り部引抜の単位作業時間2.00 (min/m)

14.00 + 38.40 + 50.14 + 3.00



工　　種 種　　別 詳　　細 設計値 最終値

集計より

土工 管路掘削工
夜間施工 618.26 618.3 620 m3

人力床堀工
190.73 190.7 190 m3

残土運搬
693.41 693.4 690 m3

埋戻工 RC-40
319.75 319.80 320 m3

埋戻工 発生土
114.54 114.50 110 m3

埋戻工 砂
246.04 246.0 250 m3

残土処分
693.4×1.2=832.08 832.1 830 m3

構造物取壊し工 舗装切断工 t=15cm以下
夜間施工 As 486.48 486.5 490 m

舗装破砕工 t=5cm
As 仮々舗装部 540.32 540.3 540 m2

舗装破砕工 t=15cm
As 既設舗装部 357.73 357.7 360 m2

廃材運搬 As殻
80.66 80.7 81 m3

廃材処分 Ａｓ殻
80.7×2.30=185.61 185.6 186 t

舗装工 下層路盤工 RC-40
夜間施工 t=35cm 317.73 317.7 318 m2

上層路盤工 M-40
t=25cm 317.73 317.7 318 m2

アスファルト舗装工 再生粗粒度As20
仮々舗装 5cm 430.27 430.3 430 m2

アスファルト舗装工 再生密粒度As20F
仮舗装 t=5cm　車道 467.78 467.8 468 m2

区画線工 区画線 15cm
昼間施工 （外側線） 実線・溶融式 51.00 51 ｍ

区画線 15㎝
（中央線） 実線・溶融式 121.00 121 m
区画線 15㎝ (立坑C＋立坑D～F＋立坑G)/2

（中央線） 破線・溶融式 (10m＋30m＋10m）/2 25.00 25 m
区画線 45cm 立坑D～F区間

（横断歩道） ゼブラ・溶融式 ３m×３本 9.00 9 ｍ
区画線 15㎝ 立坑A

（速度抑制） 矢印・文字・記号・溶融式 (10m/2 )*2か所 10.00 10 ｍ
区画線 15cm 立坑D～F区間

（ダイヤマーク） 矢印・文字・記号・溶融式 16.51m×2か所 33.02 33 m

数　量　計　算　書　

計　　　　　　　　算　　　　　　　　式

10m＋5m＋10m＋10m＋5m＋11m
立坑A+立坑B＋立坑C＋立坑G＋立坑H＋立坑I

立坑A+立坑B＋立坑D～F+立坑H＋立坑I

10m＋5m＋90m＋5m+11m



工　　種 種　　別 詳　　細 設計値 最終値

数　量　計　算　書　

計　　　　　　　　算　　　　　　　　式

附帯工
プレキャストL形側溝撤去 8.5 9 m

プレキャストL形側溝設置 H380型 8.5 9 ｍ
管防護コンクリート 図面No,18、25及び立坑A、B計算表より

コンクリート打設 排泥部補強コンクリート 7.08 7 m3

型枠 16.17 16 m2 

交通誘導員 交通誘導警備員B

965 965 人・日

建込簡易土留工 建込・引抜
H=2.0m 8.80 9 m

建込簡易土留工 建込・引抜
H=2.5m 168.60 169 m

建込簡易土留工 建込・引抜
H=3.0m 50.64 51 m

建込簡易土留工 建込・引抜
H=3.5m m

建込簡易土留工 建込・引抜
H=4.0m m

建込簡易土留賃料 H=2.0m
2日（参考) 35.20 35 m2

建込簡易土留賃料 H=2.5m
40日（参考) 150.00 150 m2

建込簡易土留賃料 H=3.0m
14日（参考) 180.00 180 m2

建込簡易土留賃料 H=3.5m
m2

建込簡易土留賃料 H=4.0m
m2

建込簡易土留賃料 H=3.0m
修理費・損耗費 180.00 180 m2

図面No,10より　7.5+1.0　= 8.5

上記より

立坑A　3.03m3　立坑B　4.03m3　補強コンクリート0.02m3

(1.5+1.2+1.5)*2+(1.8*3*1.5)-(0.631^2*3.14)/4*2 + 0.3

3.5*30.0*2

4.0*30.0*2

3.0*30.0*2

2.5*30.0*2

3.0*30.0*2

2.0*8.8*2



土　工　数　量　調　書 （　本　設　） 土　工　数　量　調　書 （　本　設　）
延長 掘削幅 掘削幅 現況 掘削深 残土 As殻 Co殻

A断面 舗装厚 厚さ 面積 深さ 土量 深さ 土量 処理 厚さ 土量 深さ 土量 深さ 土量 本数 As As CO AS AS AS 運搬 運搬 25cm 35cm 10cm 15cm 17cm 20cm 25cm 35cm 仮々舗装 市道仮表層 県道仮表層 仮舗装

As (平均) (平均) 15cm以下 15cm超え 15cm以下 10cm以下 15cm以下 15cm超 5cm 5cm 5cm 3cm

m m m ｍ m m m2 m m3 m m3 m3 m m3 m m3 m m3 本 m m m m2 m2 m2 m3 m3 m2 m2 m2 m2 m2 m2 m2 m2 m2 m2 m2 m2

掘削断面1 配管 3.94 1.700 0.15 2.826 11.65 4.11 15.76 8.31 5.04 2 7.88 6.70 1.00 6.70 6.70 6.70

3.94 1.700 0.05 6.70 0.33 6.70

掘削断面2 配管 2.50 1.300 0.15 2.231 4.06 1.92 5.98 2.44 1.92 2 5.00 3.25 0.49 3.25 3.25 3.25

2.50 1.300 0.05 3.25 0.16 3.25

掘削断面3 配管 79.10 1.700 0.15 2.376 173.47 82.47 255.94 115.64 91.73 2 158.20 134.47 20.17 134.47 134.47 134.47

79.10 1.700 0.05 134.47 6.72 134.47

掘削断面4 配管 46.70 1.700 0.15 2.546 115.91 48.69 164.60 78.60 57.33 2 93.40 79.39 11.91 79.39 79.39 79.39

46.70 1.700 0.05 79.39 3.97 79.39

掘削断面5 配管 31.20 1.700 0.15 2.406 70.01 32.53 102.54 48.27 35.12 2 62.40 53.04 7.96 53.04 53.04 53.04

31.20 1.700 0.05 53.04 2.65 53.04

掘削断面6 配管 8.80 1.300 0.15 1.831 19.23 19.23 4.00 6.76 2 17.60 11.44 1.72 11.44 11.44 11.44

8.80 1.300 0.05 11.44 0.57 11.44

掘削断面7 配管 1.70 0.700 0.15 1.480 1.58 1.58 0.49 0.44 2 3.40 1.19 0.18 1.19 1.19 1.19

1.70 0.700 0.05 1.19 0.06 1.19

掘削断面8 配管 5.30 0.650 0.15 1.269 2.58 1.15 3.73 0.86 1.15 2 10.60 3.45 0.52 3.45 3.45 3.45

5.30 0.650 0.05 3.45 0.17 3.45

掘削断面9 配管 24.00 0.600 0.15 0.965 11.74 1.34 9.36 3.30 2 48.00 14.40 2.16 14.40

掘削断面10 配管 24.00 0.600 0.05 0.965 12.66 12.66 4.54 14.40 0.72 14.40 14.40 14.40

掘削断面11 配管 8.00 1.300 0.15 1.269 7.80 3.66 11.46 2.60 3.66 10.40 1.56 10.40 10.40 10.40

8.00 1.300 10.40 0.52 10.40

掘削断面12 配管

掘削断面13 配管

掘削断面14 配管

掘削断面15 配管

掘削断面16 配管

掘削断面17 配管

掘削断面18 配管

掘削断面19 配管

再掘削 配管 55.80 1.300 0.05 2.231 149.77 44.59 1.450 105.18 35.59 72.54 3.62 72.54

55.80 1.300 0.05

立坑A 仮復旧 31.39 1.57 31.39

立坑B 仮復旧 18.49 0.92 18.49

立坑C 仮復旧 30.69 1.53 30.69

立坑D 仮復旧 14.19 0.71 14.19

立坑E 仮復旧 6.15 0.31 6.15

立坑F 仮復旧 6.15 0.31 6.15

立坑G 仮復旧 30.69 1.53 30.69

立坑H 仮復旧 6.15 0.31 6.15

立坑I 仮復旧 6.15 0.31 6.15

試掘 □=2.00 20.00 2.000 0.15 1.500 0.945 37.80 0.405 16.20 54.00 1.350 54.00 0.100 4.00 4.00 80.00 40.00 6.00 40.00

10 箇所

計 618.26 190.73 693.41 319.75 114.54 246.04 486.48 540.32 357.73 80.66 317.73 317.73 430.27 467.78

安定処理取壊し 機械掘削 人力掘削 RC-40埋戻 発生土埋戻 車道舗装 歩道舗装砂埋戻 舗装切断 舗装版取壊し工 下層路盤工 上層路盤工



ｍ

ｍ

有 土被り ｍ ｍ

150 50

機械掘削

2,826

㎥

㎥

+ ㎥

㎥

㎥

㎥

㎥

ｍ

t=15cm ㎡

Co ㎡

㎥

㎥

㎡

㎡

㎡

t5cm ㎡

㎥

㎡

3.94

外径

外径 0.836

仮舗装 t=5cm 3.94×1.7 6.70

φ800

3.94×1.7 6.70

As運搬 3.94×1.7×0.05 0.33

上層路盤工 (M-40) 3.94×1.7 6.70

仮仮舗装 t=5cm 3.94×1.7 6.70

Co運搬

下層路盤工 (RC-40) 3.94×1.7 6.70

舗装版取り壊し

As運搬 3.94×1.7×0.15 1.00

既設舗装版撤去工

舗装版切断工 3.94×2 7.88

As舗装版取り壊し 3.94×1.7 6.70

埋戻工　管防護砕砂 ｛0.936×1.7 - (0.631×0.631×3.14/4)｝×3.94 5.04

埋戻工　管防護砕砂

管路埋戻工 RC-40 1.24×1.7×3.94 8.31

管路埋戻工 発生土

土　工

管路掘削工(機械） 1.74×1.7×3.94 11.65

発生土運搬 15.76

管路掘削工(人力) ｛0.936×1.7 - (0.836×0.836×3.14/4)｝×3.94 4.11

上記より 11.65 4.11

人力掘削 631

205

新設管φ600

防護砂 100

936

ｍ

1,700 （単位：ｍｍ）

舗装版取壊工
As

350

1,240

250

As仮仮舗装版取り壊し

土工計算書　掘削断面① L=

撤去管φ800

1,740

936

土被り

1,990

836

新設管
土被り

1,990下層RC-40

上層M-40

RC-40

既設管撤去 1.99

新設管 φ600 土被り 1.99 0.631



ｍ

ｍ

有 土被り ｍ ｍ

150 50

機械掘削

2,231

㎥

㎥

+ ㎥

㎥

㎥

㎥

㎥

ｍ

t=15cm ㎡

Co ㎡

㎥

㎥

㎡

㎡

㎡

t5cm ㎡

㎥

㎡

土工計算書　掘削断面② L= 2.5

新設管 φ600 土被り 1.5 外径 0.631 ｍ

1,300 （単位：ｍｍ）

舗装版取壊工
As

既設管撤去 φ600 1.5 外径 0.631

上層M-40 250
新設管
土被り土被り

1,500 1,250 下層RC-40 350 1,500

防護砂 100

831人力掘削 631

RC-40 750

土　工

管路掘削工(機械） 1.25×1.3×2.5 4.06

管路掘削工(人力) ｛0.831×1.3-(0.631×0.631×3.14/4)｝×2.5 1.92

731 831 100

撤去管φ600 新設管φ600

管路埋戻工 発生土

埋戻工　管防護砕砂 ｛0.831×1.3-(0.631×0.631×3.14/4)｝×2.5 1.92

発生土運搬 上記より 4.06 1.92 5.98

管路埋戻工 RC-40 0.75×1.3×2.5 2.44

As舗装版取り壊し 2.5×1.3 3.25

舗装版取り壊し

埋戻工　管防護砕砂

既設舗装版撤去工

舗装版切断工 2.5×2 5.00

下層路盤工 (RC-40) 2.5×1.3 3.25

上層路盤工 (M-40) 2.5×1.3 3.25

As運搬 2.5×1.3×0.15 0.49

Co運搬

As運搬 2.5×1.3×0.05 0.16

仮舗装 t=5cm 2.5×1.3 3.25

仮仮舗装 t=5cm 2.5×1.3 3.25

As仮仮舗装版取り壊し 2.5×1.3 3.25



ｍ

ｍ

有 土被り ｍ ｍ

150 50

機械掘削

2,376

㎥

㎥

+ ㎥

㎥

㎥

㎥

㎥

ｍ

t=15cm ㎡

Co ㎡

㎥

㎥

㎡

㎡

㎡

t5cm ㎡

㎥

㎡

土工計算書　掘削断面③ L= 79.1

新設管 φ600 土被り 1.61 外径 0.631 ｍ

1,700 （単位：ｍｍ）

舗装版取壊工
As

既設管撤去 φ800 1.54 外径 0.836

上層M-40 250
新設管
土被り土被り

1,540 1,290 下層RC-40 350 1,610

防護砂 100

866人力掘削 631

RC-40 860

土　工

管路掘削工(機械） 1.29×1.7×79.1 173.47

管路掘削工(人力) ｛0.936×1.7-(0.836×0.836×3.14/4)｝×79.1 82.47

836 936 135

撤去管φ800 新設管φ600

管路埋戻工 発生土

埋戻工　管防護砕砂 ｛0.866×1.7-(0.631×0.631×3.14/4)｝×79.1 91.73

発生土運搬 上記より 173.47 82.47 255.94

管路埋戻工 RC-40 0.86×1.7×79.1 115.64

As舗装版取り壊し 79.1×1.7 134.47

舗装版取り壊し

埋戻工　管防護砕砂

既設舗装版撤去工

舗装版切断工 79.1×2 158.20

下層路盤工 (RC-40) 79.1×1.7 134.47

上層路盤工 (M-40) 79.1×1.7 134.47

As運搬 79.1×1.7×0.15 20.17

Co運搬

As運搬 79.1×1.7×0.05 6.72

仮舗装 t=5cm 79.1×1.7 134.47

仮仮舗装 t=5cm 79.1×1.7 134.47

As仮仮舗装版取り壊し 79.1×1.7 134.47



ｍ

ｍ

有 土被り ｍ ｍ

150 50

機械掘削

2,546

㎥

㎥

+ ㎥

㎥

㎥

㎥

㎥

ｍ

t=15cm ㎡

Co ㎡

㎥

㎥

㎡

㎡

㎡

t5cm ㎡

㎥

㎡

土工計算書　掘削断面④ L= 46.7

新設管 φ600 土被り 1.74 外径 0.631 ｍ

1,700 （単位：ｍｍ）

舗装版取壊工
As

既設管撤去 φ800 1.71 外径 0.836

上層M-40 250
新設管
土被り土被り

1,710 1,460 下層RC-40 350 1,740

防護砂 100

906人力掘削 631

RC-40 990

土　工

管路掘削工(機械） 1.46×1.7×46.7 115.91

管路掘削工(人力) ｛0.936×1.7-(0.836×0.836×3.14/4)｝×46.7 48.69

836 936 175

撤去管φ800 新設管φ600

管路埋戻工 発生土

埋戻工　管防護砕砂 ｛0.906×1.7-(0.631×0.631×3.14/4)｝×46.7 57.33

発生土運搬 上記より 115.91 48.69 164.60

管路埋戻工 RC-40 0.99×1.7×46.7 78.60

As舗装版取り壊し 46.7×1.7 79.39

舗装版取り壊し

埋戻工　管防護砕砂

既設舗装版撤去工

舗装版切断工 46.7×2 93.40

下層路盤工 (RC-40) 46.7×1.7 79.39

上層路盤工 (M-40) 46.7×1.7 79.39

As運搬 46.7×1.7×0.15 11.91

Co運搬

As運搬 46.7×1.7×0.05 3.97

仮舗装 t=5cm 46.7×1.7 79.39

仮仮舗装 t=5cm 46.7×1.7 79.39

As仮仮舗装版取り壊し 46.7×1.7 79.39



ｍ

ｍ

有 土被り ｍ ｍ

150 50

機械掘削

2,406

㎥

㎥

+ ㎥

㎥

㎥

㎥

㎥

ｍ

t=15cm ㎡

Co ㎡

㎥

㎥

㎡

㎡

㎡

t5cm ㎡

㎥

㎡

土工計算書　掘削断面⑤ L= 31.2

新設管 φ600 土被り 1.66 外径 0.631 ｍ

1,700 （単位：ｍｍ）

舗装版取壊工
As

既設管撤去 φ800 1.57 外径 0.836

上層M-40 250
新設管
土被り土被り

1,570 1,320 下層RC-40 350 1,660

防護砂 100

846人力掘削 631

RC-40 910

土　工

管路掘削工(機械） 1.32×1.7×31.2 70.01

管路掘削工(人力) ｛0.936×1.7-(0.836×0.836×3.14/4)｝×31.2 32.53

836 936 115

撤去管φ800 新設管φ600

管路埋戻工 発生土

埋戻工　管防護砕砂 ｛0.846×1.7-(0.631×0.631×3.14/4)｝×31.2 35.12

発生土運搬 上記より 70.01 32.53 102.54

管路埋戻工 RC-40 0.91×1.7×31.2 48.27

As舗装版取り壊し 31.2×1.7 53.04

舗装版取り壊し

埋戻工　管防護砕砂

既設舗装版撤去工

舗装版切断工 31.2×2 62.40

下層路盤工 (RC-40) 31.2×1.7 53.04

上層路盤工 (M-40) 31.2×1.7 53.04

As運搬 31.2×1.7×0.15 7.96

Co運搬

As運搬 31.2×1.7×0.05 2.65

仮舗装 t=5cm 31.2×1.7 53.04

仮仮舗装 t=5cm 31.2×1.7 53.04

As仮仮舗装版取り壊し 31.2×1.7 53.04



ｍ

ｍ

無 土被り ｍ ｍ

150 50

機械掘削

1,831

㎥

㎥

㎥

㎥

㎥

㎥

㎥

ｍ

t=15cm ㎡

Co ㎡

㎥

㎥

㎡

㎡

㎡

t5cm ㎡

㎥

㎡

土工計算書　掘削断面⑥ L= 8.8

新設管 φ600 土被り 1.10 外径 0.631 ｍ

1,300 （単位：ｍｍ）

舗装版取壊工
As

既設管撤去 外径

上層M-40 250
新設管
土被り

1,681 下層RC-40 350 1,100

防護砂 100

831631

RC-40 350

土　工

管路掘削工(機械） 1.681×1.3×8.8 19.23

管路掘削工(人力)

100

新設管φ600

管路埋戻工 発生土

埋戻工　管防護砕砂 ｛0.831×1.3-(0.631×0.631×3.14/4)｝×8.8 6.76

発生土運搬 上記より 19.23 19.23

管路埋戻工 RC-40 0.35×1.3×8.8 4.00

As舗装版取り壊し 8.8×1.3 11.44

舗装版取り壊し

埋戻工　管防護砕砂

既設舗装版撤去工

舗装版切断工 8.8×2 17.60

下層路盤工 (RC-40) 8.8×1.3 11.44

上層路盤工 (M-40) 8.8×1.3 11.44

As運搬 8.8×1.3×0.15 1.72

Co運搬

As運搬 8.8×1.3×0.05 0.57

仮舗装 t=5cm 8.8×1.3 11.44

仮仮舗装 t=5cm 8.8×1.3 11.44

As仮仮舗装版取り壊し 8.8×1.3 11.44



ｍ

ｍ

無 土被り ｍ ｍ

150 50

機械掘削

1,480

㎥

㎥

㎥

㎥

㎥

㎥

㎥

ｍ

t=15cm ㎡

Co ㎡

㎥

㎥

㎡

㎡

㎡

t5cm ㎡

㎥

㎡

土工計算書　掘削断面⑦ L= 1.7

新設管 φ200 土被り 1.16 外径 0.22 ｍ

700 （単位：ｍｍ）

舗装版取壊工
As

既設管撤去 外径

上層M-40 250
新設管
土被り

1,330 下層RC-40 350 1,160

防護砂 100

420220

RC-40 410

土　工

管路掘削工(機械） 1.33×0.7×1.7 1.58

管路掘削工(人力)

100

新設管φ200

管路埋戻工 発生土

埋戻工　管防護砕砂 ｛0.42×0.7-(0.22×0.22×3.14/4)｝×1.7 0.44

発生土運搬 上記より 1.58 1.58

管路埋戻工 RC-40 0.41×0.7×1.7 0.49

As舗装版取り壊し 1.7×0.7 1.19

舗装版取り壊し

埋戻工　管防護砕砂

既設舗装版撤去工

舗装版切断工 1.7×2 3.40

下層路盤工 (RC-40) 1.7×0.7 1.19

上層路盤工 (M-40) 1.7×0.7 1.19

As運搬 1.7×0.7×0.15 0.18

Co運搬

As運搬 1.7×0.7×0.05 0.06

仮舗装 t=5cm 1.7×0.7 1.19

仮仮舗装 t=5cm 1.7×0.7 1.19

As仮仮舗装版取り壊し 1.7×0.7 1.19



ｍ

ｍ

有 土被り ｍ ｍ

150 50

機械掘削

1,269

㎥

㎥

+ ㎥

㎥

㎥

㎥

㎥

ｍ

t=15cm ㎡

Co ㎡

㎥

㎥

㎡

㎡

㎡

t5cm ㎡

㎥

㎡

土工計算書　掘削断面⑧ L= 5.3

新設管 φ150 土被り 1.0 外径 0.169 ｍ

650 （単位：ｍｍ）

舗装版取壊工
As

既設管撤去 φ150 1.0 外径 0.169

上層M-40 250
新設管
土被り土被り

1,000 750 下層RC-40 350 1,000

防護砂 100

369人力掘削 169

RC-40 250

土　工

管路掘削工(機械） 0.75×0.65×5.3 2.58

管路掘削工(人力) ｛0.369×0.65-(0.169×0.169×3.14/4)｝×5.3 1.15

269 369 100

撤去管φ150 新設管φ150

管路埋戻工 発生土

埋戻工　管防護砕砂 ｛0.369×0.65-(0.169×0.169×3.14/4)｝×5.3 1.15

発生土運搬 上記より 2.58 1.15 3.73

管路埋戻工 RC-40 0.25×0.65×5.3 0.86

As舗装版取り壊し 5.3×0.65 3.45

舗装版取り壊し

埋戻工　管防護砕砂

既設舗装版撤去工

舗装版切断工 5.3×2 10.60

下層路盤工 (RC-40) 5.3×0.65 3.45

上層路盤工 (M-40) 5.3×0.65 3.45

As運搬 5.3×0.65×0.15 0.52

Co運搬

As運搬 5.3×0.65×0.05 0.17

仮舗装 t=5cm 5.3×0.65 3.45

仮仮舗装 t=5cm 5.3×0.65 3.45

As仮仮舗装版取り壊し 5.3×0.65 3.45
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土工計算書　掘削断面⑨【仮設本管布設】 L= 24

仮設本管 土被り 0.8 外径 0.165 ｍSGP-VBφ150

815 発生土埋戻し 650 800

600 （単位：ｍｍ）

舗装版取壊工
As

仮配管
土被り

仮設本管SGP-VBφ150

防護砂 100
265

165

発生土運搬 1.34

管路埋戻工 RC-40

土　工

管路掘削工(機械） 0.815×0.6×24 11.74

管路掘削工(人力)

既設舗装版撤去工

舗装版切断工 24×2 48.00

管路埋戻工 発生土 0.65×0.6×24 9.36

埋戻工　管防護砕砂 ｛0.265×0.6-(0.165×0.165×3.14/4)｝×24 3.30

As運搬

仮舗装 t=5cm

仮仮舗装 t=5cm 24×0.6 14.40

As仮仮舗装版取り壊し

下層路盤工 (RC-40)

上層路盤工 (M-40)

11.74-9.36/0.9 

As運搬 24×0.6×0.15 2.16

Co運搬

As舗装版取り壊し 24×0.6 14.40

舗装版取り壊し

埋戻工　管防護砕砂
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土工計算書　掘削断面⑩【仮設本管撤去】 L= 24

撤去仮設管 SGP-VBφ150 土被り 0.8 外径 0.165 ｍ

上層M-40 250
仮配管
土被り

915 下層RC-40 350800

600 （単位：ｍｍ）

舗装版取壊工
As

165

RC-40 315

管路掘削工(人力)

発生土運搬 上記より 12.66 12.66

仮設本管SGP-VBφ150

土　工

管路掘削工(機械） {(0.915×0.6)-(0.165×0.165×3.14/4)}×24 12.66

埋戻工　管防護砕砂

埋戻工　管防護砕砂

管路埋戻工 RC-40 0.315×0.6×24 4.54

管路埋戻工 発生土

舗装版取り壊し

As運搬

既設舗装版撤去工

舗装版切断工

As舗装版取り壊し

上層路盤工 (M-40) 24×0.6 14.40

仮仮舗装

Co運搬

下層路盤工 (RC-40) 24×0.6 14.40

仮舗装 t=5cm 24×0.6 14.40

As仮仮舗装版取り壊し 24×0.6 14.40

As運搬 24×0.6×0.05 0.72



ｍ

ｍ

箇所（1箇所当り掘削延長 2 m）

150 50

機械掘削

1,269

㎥

㎥

+ ㎥

㎥

㎥

㎥

㎥

ｍ

t=15cm ㎡

Co ㎡

㎥

㎥

㎡

㎡

㎡

t5cm ㎡

㎥

㎡

土工計算書　掘削断面⑪　連絡工事土工 L= 8

既設管 φ150 土被り 1.0 外径 0.169 ｍ

1,300 （単位：ｍｍ）

舗装版取壊工
As

4連絡工事箇所数

上層M-40 250
既設管
土被り土被り

1,000 750 下層RC-40 350 1,000

防護砂 100

369人力掘削 169

RC-40 250

土　工

管路掘削工(機械） 0.75×1.3×8 7.80

管路掘削工(人力) ｛0.369×1.3-(0.169×0.169×3.14/4)｝×8 3.66

269 369 100

既設管φ150

管路埋戻工 発生土

埋戻工　管防護砕砂 ｛0.369×1.3-(0.169×0.169×3.14/4)｝×8 3.66

発生土運搬 上記より 7.80 3.66 11.46

管路埋戻工 RC-40 0.25×1.3×8 2.60

As舗装版取り壊し 8×1.3 10.40

舗装版取り壊し

埋戻工　管防護砕砂

既設舗装版撤去工

舗装版切断工

下層路盤工 (RC-40) 8×1.3 10.40

上層路盤工 (M-40) 8×1.3 10.40

As運搬 8×1.3×0.15 1.56

Co運搬

As運搬 8×1.3×0.05 0.52

仮舗装 t=5cm 8×1.3 10.40

仮仮舗装 t=5cm 8×1.3 10.40

As仮仮舗装版取り壊し 8×1.3 10.40
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土被り ｍ 箇所
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0 Co ｃｍ

ｃｍ

機械掘削 土被り ｃｍ

2231
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ＤＩＰ 600 外径 0.631 ｍ 55.8 ｍ

配水管布設土工計算書 再掘削

1.60 36

1300 （単位：ｍｍ）

現況舗装厚 5.0

上層M-40 0 復旧舗装厚 5.0

安定処理厚 0.0

2181 1600 下層RC-40 0

発生土 0

1450

防護砂 100

631

0

φ600布設

土　工

管路掘削工 36*((2.181*1.3)*1.55-(0.631*0.631*3.14/4*0.75)) 149.77

発生土処理工 0+149.77-105.18 44.59

管路埋戻工 発生土 (1.6-0.05-0.1)*1.3*55.8 105.18

管路掘削工 0

埋戻工　管防護砕砂 0

埋戻工　管防護砕砂 ((0.731*1.3)-(0.631*0.631*3.14/4))*55.8 35.59

下層路盤工 (RC-40)

既設舗装版撤去工

舗装版切断工

舗装版取り壊し 1.3×55.8 72.54

舗装版取り壊し

As運搬

仮舗装

731

舗装版取壊工

上層路盤工 (M-40)

仮仮舗装 5cm 1.3×55.8 72.54

舗装版取り壊し

As運搬 72.54×0.05 3.62

Co運搬

※再掘削工の掘削深は管底まで



土留め日数数量総括表
延長

H=2.0m 0 日 0 日 0 日 0 日 2 日 2 日 8.8 m
H=2.5m 0 日 0 日 0 日 0 日 40 日 40 日 168.6 m
H=3.0m 0 日 0 日 0 日 0 日 14 日 14 日 50.64 m
H=3.5m 日 日 0 日 0 日 0 日 0 日 0 m
H=4.0m 日 日 0 日 0 日 0 日 0 日 0 m

計土留φ150 土留φ200 土留φ400 土留φ500 土留φ600



簡易土留別延長・掘削深

延長 加重掘削深 延長 加重掘削深 延長 加重掘削深 延長 加重掘削深 延長 加重掘削深 延長 加重掘削深 延長 加重掘削深 延長 加重掘削深 延長 加重掘削深 延長 加重掘削深 延長 加重掘削深

延長(m）

掘削断面1 +3.940 3.940 1.99 2.826 11.134 3.94 11.134

掘削断面2 +2.500 2.500 1.50 2.231 5.578 2.5 5.578

掘削断面3 +79.100 79.100 1.61 2.376 187.942 79.1 187.942

掘削断面4 +46.700 46.700 1.74 2.546 118.898 46.7 118.898

掘削断面5 +31.200 31.200 1.66 2.406 75.067 31.2 75.067

掘削断面6 +8.800 8.800 1.10 1.831 16.113 8.8 16.113

掘削断面7 +1.700 1.700 1.16 1.480 2.516

掘削断面8 +5.300 5.300 1.00 1.269 6.726

掘削断面9 +24.000 仮配布設 24.000 0.80 0.965 23.160

掘削断面10 +24.000 仮配撤去 24.000 0.80 0.965 23.160

掘削断面11 +8.000 8.000 1.00 1.300 10.400

掘削断面12 +0.000 0.000 0.00 0.100 0.000

掘削断面13 +0.000 0.000 0.00 0.100 0.000

掘削断面14 +0.000 0.000 0.00 0.100 0.000

掘削断面15 +0.000 0.000 0.00 0.100 0.000

掘削断面16 +0.000 0.000 0.00 0.100 0.000

掘削断面17 +0.000 0.000 0.00 0.100 0.000

掘削断面18 +0.000 0.000 0.00 0.100 0.000

掘削断面19 +0.000 0.000 0.00 0.100 0.000

再掘削 +55.800 55.800 1.60 2.231 124.490 55.8 124.49

291.040 605.184

0.000 0.000 0.00 0.00 0.000 0.00 8.80 168.600 50.64 0.00 0.00

平均掘削深 平均掘削深 平均掘削深 平均掘削深 平均掘削深 平均掘削深 平均掘削深 1.831 平均掘削深 2.331 平均掘削深 2.568 平均掘削深 平均掘削深

平 均 掘 削 深 算 出 表 
簡易土留別延長・掘削深

H=2.0m(φ150） H=2.5m(φ150） H=3.0m(φ150) H=2.0m(φ200) H=2.5m(φ200) H=3.0m(φ200) H=3.5m(φ600) H=4.0m(φ600)

計

加重
掘削深

H=2.0m(φ600) H=2.5m(φ600) H=3.0m(φ600)路線

1路線

延長 土被り 掘削深測点


